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本 ぶんだい堂

都留文科大学広報委員会　‌‌鳥原正敏（委員長）・日向良和（副委員長）・坂田有紀子・佐藤明浩・奥脇奈津美・田中里美・大森一輝・福田誠治（担当副学長）
谷内治彦（経営企画室）・程原誠二（情報センター）・鬢櫛美咲（総務企画担当）・近藤秀明（総務企画担当）

　『学報』第 122 号をお届けします。この文章を書いている５月、
キャンパスは、目に鮮やかな、みずみずしい緑につつまれます。
１年生の大学生活も本格始動し、その新鮮さにこちらもリフレッ
シュされ、活力を分けてもらえるようであり、私の最も好きな時
節です。今年もホトトギスがさかんに鳴いています。新入生のな
かには、その声を知らないという人も少なくないようですが、都
留では存分に鳴いてくれますので、ぜひ聞き取ってほしいと思い

ます―テッペンカケタカともトッキョキョカキョクとも写される高い声です―。今日はセミの声
を聞きました。おそらくハルゼミでしょう。子どものころは図鑑のなかでしか知らなかったこの
セミの声を都留の地に来て初めて聞いたときは、感激したものでした。
　３月に卒業生を送り出し、４月に新入生を迎えました。３月に８人の専任教員が退職され、４
月に５人の先生方を迎えました。こうして年ごとに人は入れ替わっていきます。一方、同じ風景、
同じ声が、季節ごと、キャンパスにめぐってきます―建物の数は変わりますし、鳥や虫たちもじ
つは入れ替わっているのでしょうけれでも―。抱く考えや感情や志は人それぞれに違っているの
でしょうが、教室から仕事部屋から同じ風景を見、同じ声を聞いています。また、時をこえて、
文大でどれだけ多くの人たちが、同じ風景を見、同じ声を聞いたでしょうか。そのようにして多
くの人たちが目と耳をとおしてつながっているのです。そ
れはとてもすばらしいことのように、ほとんど奇跡的と言
ってもいいことのように思われます。
　新任の教職員、新入の学生のみなさんを、あらためて心
から歓迎したいと思います。また、この年度、初めの号に
執筆していただいた方々、この号も愛読していただいたみ
なさんに、厚くお礼を申しあげます。

　同じ風景
　　　同じ声
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都留文科大学
ジェンダー研究プログラム
7周年記念出版編集委員会／編

論創社　3,000円＋税

都留文科大学比較文化学科／編

柏書房　3,800円＋税

渡辺　豊博／編

春風社　1,500円＋税　

◇わたなべとよひろ　社会学科教授

平成24年度卒業式を終えて

学生表彰受賞者

第44回つる子どもまつり

名誉教授称号授与
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都留文科大学入学式
　　� 今年の入学者は814名

　 4 月 5 日（金）に、都の杜うぐいすホールにおいて、入学式が行
われました。学科別に午前の部（初等教育学科、社会学科、大学院等）
と午後の部（国文学科、英文学科、比較文化学科）の ２ 部制で実施
いたしました。
　入学者の内訳としては、初等教育学科195名、国文学科14２名、英文学科141名、社会学科現代社会専攻
91名、同学科環境・コミュニティ創造専攻7２名、比較文化学科1２8名、文学専攻科 5 名、大学院文学研究
科13名、学部 3 年次編入２7名であり、学部、専攻科及び大学院等814名の入学が許可されました。
　会場の大ホールは入学者でほぼ満員、その式典の様子を隣の小ホールのスクリーンで保護者が見守る中、
公立大学法人都留文科大学の大谷哲夫事長による挨拶により式が始まりました。続いて加藤祐三学長の新
入生を迎える言葉、設立団体の小林義光都留市長が祝辞を述べられました。また、新入生代表として、三
木駿太さん（午前の部：社会学科）は「様々なことに挑戦し、多くの仲間たちと切磋琢磨し合う中で、大
きく成長していきたい」と、また、岡㟢ななみさん（午後の部：国文学科）は「輝く未来にするための努
力を怠らず、自らの人生を切り拓いていきたい」とそれぞれの決意を述べてくれました。　　
　式の最後には、本学管弦楽団吉田悟氏の指揮により、本学学生歌の「花のかげ」を全員で合唱し、厳粛
なうちに式を終了しました。

新入生の言葉

─ 2 ─ ─ 27 ─

文大だより

学生課主事　　渡邊理恵（学びのまちづくり課主事）

転出
　学びのまちづくり課主幹　柴田　純子（総務課主幹）
　行政管理課主査　小俣　昌寛（総務課主査）
　福祉課主査　相川　薫（総務課主査）

昇任
　社会学科教授　平林　祐子（社会学科准教授）
　比較文科学科准教授　内山　史子（比較文化学科講師）
　‌‌地域交流研究センター特任教授　北垣　憲仁（地域交流研究

センター特任准教授）
　総務課事務局次長（兼）総務課長　重原　達也（総務課長）
　総務課主幹　吉田　時代（総務課副主幹）
　学生課副主幹　志村　高男（学生課主査）

採用
　初等教育学科講師　　岡野恵司
　国文学科准教授　　加藤敦子
　社会学科教授　　田中里美
　情報センター 特任准教授　　黒﨑茂樹
　国際交流センター 特任准教授　　山口真理子
　総務課財務担当　　都倉一憲　

退職
後藤　道夫　　（初等教育学科教授）
鍬守　信彦　　（初等教育学科教授）
楠元　六男　　（国文学科教授）
千葉　立也　　（社会学科教授）
田中　夏子　　（社会学科教授）
村上　研一　　（社会学科准教授）
泉　　桂子　　（社会学科准教授）
重冨　惠子　　（比較文化学科講師）
小俣　昭也　　（学生課主幹）
都倉　一憲　　（総務課技能員）

転入
　総務課主査　　鬢櫛美咲（政策形成課主査）

学生課主査　　田代　崇（市民生活課主査）
　総務課副主査　近藤秀明（税務課副主査）

人�事�異�動 平成25年4月1日付けの人事異動は次のとおりです。
氏名の前が移動先、（　）内は前職です。

◆お詫びと訂正◆
都留文科大学報第 121 号に掲載した「卒業論文・研究論文・修士
論文一覧」に誤りがございましたので、訂正するとともにお詫び
申し上げます。

正　誤　表
研究論文・修士論文－文学専攻科・大学院文学研究
文学専攻科 35頁 正　今井隆先生 誤　浜谷エロイス先生

名誉教授の称号授与

　平成２4年度をもって定年退職された次の 3 名の教員に対し、これまでの研究活動並びに学内活動など
の功績を称え、名誉教授の称号を授与いたしました。

後 藤道夫氏（初等教育学科教授、3２年の長きに渡り本学
で研究・教育に取り組み多くの優れた著書を執筆。ま
た、企画室長、情報センター運営委員長、常任委員図
書館・情報センター長などを歴任）

楠 元六男氏（国文学科教授、教育組織審議委員会委員長、
就職委員会委員長などを歴任。34年の長きに渡り本学
で研究・教育に取り組み、近世文学・俳文学の分野で
貢献。都留市とも関係の深い松尾芭蕉の研究者として
も有名。）

千 葉立也氏（社会学科教授、15年間に渡り本学で研究・
教育に取り組み、フィールドワークを得意とし、実際
に学生と一緒に都留市を歩き・感じ・調査するという
手法を用いて、地域の魅力を学生達に再発見させた。地域づくりの視点から、都留市市民活動推進委
員会委員長、都留市環境基本条例策定懇話会委員長などを務め、都留市へも貢献。また、社会学科主
任。社会学科再編準備室委員長などを歴任）

　優れた多くの学生を輩出するなど、本学発展のため多大な貢献を賜り、誠に有難うございました。

国文学科　岡㟢ななみ
　やわらかな陽射しの降り注ぐ季節を迎え、春
の息吹の感じられるこの佳き日に、伝統ある都
留文科大学の入学式を迎えられたことを大変光
栄に思います。私たちが、今この場にいられる
のは、母校の先生方の熱心な指導や、家族の愛情、
友人たちの励ましなど、多くの方々の支えのお
かげです。そのことに感謝するとともに、大学

生活をより充実したものにするため、一日一日を大切に過ごしてい
きたいと思います。
　昨年の八月、都留文科大学の卒業生である山本美香さんがシリア
で凶弾に倒れました。山本さんは、自ら危険な地に足を踏み入れ、
実際の体験を通して、私たちに大切なことを伝えてくれました。世
界には、私たちよりも小さな子どもたちが銃を手にし、毎日戦って
いる国もあります。平和な日本で暮らし、戦争を経験したことのな
い私たちには、想像もできないほどの苦しい思いや、悲しい思いを
してきた子どもたちが、世界にはたくさんいます。その子どもたち
は勉強したくてもできない環境にいるのです。しかし、私たちはこ

うして大学に入学し、今まで学んできたことの中で、好きなこと、
興味を持ったことをさらに深く学ぶことができます。そんな恵まれ
た日々があることは、決して当たり前ではなく、とても幸せなのだ
ということを忘れてはいけない、と教えてくれたのです。
　日本の社会に目を向けると、私たち若者の就職難やグローバル化
などさまざまな問題に直面しています。また、東日本大震災の影響
は大きく、復興も思うように進んでいません。山積する問題は、私
たちに大きな不安を与えます。しかし、私たちには大きな可能性が
あります。また、十分に学べる素晴らしい環境があります。輝く未
来にするための努力を怠らず、自らの人生を切り拓いていきたいと
思います。私たちは今、新しい環境で、期待と不安を胸に、夢を叶
えるための大事な一歩を踏み出します。改めて、学ぶことができる
幸せを噛みしめ、努力して参ります。
　山本さんのように、世界で活躍する先輩が学んだこの都留文科大
学で学べることを誇りに思います。全国からたくさんの学生が集ま
る豊かな環境のもとで、お互いに切磋琢磨しながら、新たな挑戦に
よって自分の世界を大きく広げ、さらに成長していきたいと思いま
す。そして、社会に貢献できるよう、日々精進していくことを決意
し、新入生のことばといたします。

社会学科　三木駿太
　うららかな春の陽射しに誘われて、桜もほこ
ろび始めるこの佳き日に、伝統ある都留文科大
学の入学式を迎えられたことを大変嬉しく思い
ます。これから四年間の日々で、新しい仲間と
共に学び、互いに高め合い、また今まで支えて
くださった方々に感謝しながら、大学生活を掛
け替えのないものにすべく、一日一日を大切に
過ごしたいと思います。

　昨年の夏、私たちの先輩である山本美香さんがシリアで亡くなり
ました。山本さんは平和な日本しか知らない私たちに、遠く離れた
世界の厳しい現状や、現実に立ち向かう人々の姿を伝えてくれまし
た。こうした国や地域には生きることさえままならない、私たちに
は想像もできない状況に置かれた人たちがいます。それに対して、
私たちの今ある環境、毎日ご飯を食べ、布団で眠り、学校で勉強し
たり、友達と過ごしたりできることは、広い世界の中では当たり前
ではなく、とてもありがたい環境なのだということを忘れてはいけ
ない、その心も教えてくれました。
　日本国内に目を向けると、確かに、長引く不況とデフレの中で経

済が停滞し、格差の広がりやグローバル化の波にどう立ち向かうか
も大きな問題となっています。私たち若者の就職も非常に厳しい状
況にあります。しかし、私たちはこのように大学で学ぶこともでき
ます。日々の生活や生命を脅かされているわけでもありません。自
分たちの努力次第で道を拓いていけるという意味では、恵まれた環
境にあるとも言えます。
　このような混沌とした時代だからこそ、私たちは今何をすべきか
を考え、立ち向かっていかなければなりません。不安を抱え逃げ出
したくなることもあるかもしれません。しかし、私たちにも山本さ
んのように、将来を切り拓いていくエネルギーやバイタリティーが
あります。その力を発揮するために、主体的に学び、積極的に行動
して、自分自身の可能性を最大限に広げていきたいと思います。
　都留文科大学は、全国各地から学生が集まり、地域の方々との交
流も盛んです。この新しい環境で勉学だけでなく、部活動やサーク
ル活動などさまざまなことに挑戦し、多くの仲間たちと切磋琢磨し
合う中で、人間的にも大きく成長していきたいと考えています。
　私たちは、自分自身を磨くうえで最適な場を得ることができまし
た。このチャンスを活かすべく、高い志を抱き、一歩一歩確実に前
進していくことを決意し、新入生のことばといたします。

称号授与の様子

表紙　都留文科大学報122号.indd   2 2013/07/11   11:54:57



都留文科大学報� 第122号

─ 3 ─

います。国際交流センターは、
外国語教育の強化、海外留学の
支援、外国人留学生への日本語
教育という ３ つの役割を果たし
ます。
　情報センターのおかげで、全
館どこからでも無線LANに接
続できます。情報化時代に成長
したみなさんは、ごく自然に
ICTを駆使できる人が多いで
しょう。本学のホームページを
見てください。カリキュラム、
学科の特性、先生方の教育研究、
学長ブログ等の閲覧と検索に利
用してください。
　みなさんが親元を離れて新し
い生活を始める、この都留とい
う大学町は、すばらしい市民と
水と空気と緑に恵まれた、まさ
に「山紫水明の大学町」です。
教職員と学生、学生同士、先輩
と後輩、地域の人々との距離が
近く、本格的な勉学はもとより、
各地の多様な方言や文化を持つ
人びととがおり、青年期の人間
形成に大切な要素が随所にあり
ます。
　大学町・都留での ４ 年間、自
らと社会を「切り拓く力」を蓄
え、それを基盤に、各人の個性
に従い、のびやかに才能を開花
させてください。若い力と情熱
で、強く、しなやかな心と体を
育ててほしい。これこそが世界
の荒波や、不透明な未来に立ち
向かう底力になります。

まれています。
　これまでの勉強は、ただ一つ
の答えを、いかに速く見つけ出
すか、いかに多くの知識を得る
かに重点があったはずです。そ
の成果として、いまこうして入
学式に臨んでいます。これから
も知識を得る重要性はいうまで
もありませんが、大学の学習に
は新たに次の ３ つが加わります。
　第 １ に、学ぶ対象を自分で選
ぶこと（その集大成の １ つが必
修の卒業論文の作成）。第 ２ に、
学ぶためのスキルを身に付ける
こと。第 ３ に、授業やゼミばか
りでなく課外活動やアルバイト
等を通じて、正解がない課題や
複数の回答のある課題に取り組
むことです。
　学び方が大きく変わる、それ
が大学生活です。
　教師や書物を通じて勉学に励
む時、部活やボランティアで絆
を深める時、そして遠く親元を
離れ大人として社会とかかわる
時、自分の内面から湧いてくる
志や感覚を大切にしてほしい。
それがたとえ漠然としていても、
それこそが一人一人にとって個
性的で本源的なものだからです。
　全学的な組織として、図書館
と ５ つのセンターがあります。
図書館は自由な学習と創作活動
に恰好な場所です。就職支援と
就業意識の強化を目的とする
キャリア支援センターもありま
す。いつでも相談に乗ってくれ
ます。また健康に不安を感じた
ら保健センターがあります。気
軽に寄ってください。
　地 域 交 流 研 究 セ ン タ ー は
「フィールドノート」の刊行な
ど、地域と密着した活動をして

　みなさんの入学を心からお祝
いします。
　希望と期待に胸ふくらませて
いることでしょう。この気持ち
を大切にしてください。
　東日本大震災から ２ 年が経ち
ました。みなさんのなかには、
大震災で大切な人を失った人、
人生観が変わった人も少なくな
いと思います。その傷はまだ癒
えていません。
　みなさんの活躍する時代は、
価値観も社会システムも大きく
変わるでしょう。その姿はまだ
見えません。ただ、いつの時代
においても未来は不透明で見え
にくいものです。
　未来が「どうなるか」に一定
の見通しを持つ必要はあるもの
の、若いみなさんは「どうなる
か」に注意を向けるより、むし
ろ「どうするか」の意思と思考
力を育ててほしい。
　人間には、見えないものを明
らかにしたいという探究心や創
造力が備わっています。こうし
て我々は文学・芸術・思想を生
み、人文社会科学や科学技術を
創造してきました。そして都市
を作り、地の果てへ、大海原へ、
さらに宇宙へと世界を拡げてき
ました。
　新しい価値観や社会システム
の創造には、若者の柔軟な発想
と力が不可欠です。人間は一生
をかけて成長しますが、なかで
も青春時代に得たものの影響は
はかり知れません。
　次の自分を「切り拓く力」、
そして未来を「切り拓く力」を
身につけてください。都留文科
大学は、この「切り拓く力」を
伸ばすのにふさわしい環境に恵

学長　加藤祐三

「切り拓く力」を
新入生を迎えることば（入学式 式辞）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　都留文科大学学長　加藤祐三
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月末から２１年 ４ 月法人化に向
けて、私、今谷学長、高田・
福田両副学長、椎事務局長に
よる法人運営会議がもたれた。
学内には法人化に対して、考
え方や食い違いもあり紛糾し
た時代である。
　理事長 ４ 年を振り返って、
静かに考えてみる。人には考
え方の差があり、それぞれ学
んだ事、生まれ育ちも違う異
質な先生方がそのまま泰然と
しているのが大学かも知れな
い。大学全体の学生をより良
く、教養のある人々に育て上
げることに集中して、小異を
捨てて大同につく、心構えが
求められる。
　文大は先生方だけでも学生
だけでも、又都留市だけでも
成り立たない。市も先生も学
生も皆が力を合わせて美しい
ハーモニーを奏で一体となっ
て進んで欲しい。
　大谷理事長、加藤学長の絶
妙なコンビのもと一歩ずつ前
進していく姿を眺めながら擱
筆する。
“都留文大よ 永遠に輝け”

理事の数、各種審議会、教育
研究審議会の規則、大学の骨
格を如何にすべきか、教学の
独立とは何か求める法律はい
くつもの新しい勉強をさせら
れた。
　平成２0年 ２ 月に答申案を提
出して、仕事は終わった。平
和な日々が始まった。
　すでに80歳をこえていた。
平成２0年 ３ 月には金子学長も
退職し、大学は新しい公立法
人に向けて胎動を始めていた。
いや、むしろ２0年 ３ 月には公
立法人化すべく努力をしてい
た。その間、種々の問題が提
起され法人化は一年繰りこさ
れる事になった。平成２0年１0
月にはれて、理事長予定者に
任命された。
　浅学非才、大学事情にうと
い老齢の私に重役が努まるか、
法人化に携わった一人として、
お断りすることが出来るか、
又学内事情も少しずつ垣間見
るにつけても運営の難しさは
明らかになっている。
　しかし、故郷都留の一丁目
一番地の大学の問題に敵前逃
亡の如きも許されざるものか。
　理事長を内諾した。２0年１0

　去る ３ 月３１日、 ４ 年の任期を
終えて都留文科大学を去った。
すでに8５歳になっている。
（昭和 ３ 年 ２ 月１５日生）
　人生の最期の勤務が大学理事
長とは私の人生で考えもしな
かった現実が終わった。もとも
と実業界を目指し大学は経済を
学び東京の人々の生活に直結す
る財を供給する東京ガスに職を
得て70歳近くまで奉職した。そ
の間、エネルギー革命　天然ガ
ス時代に魁てパイプラインの建
設、ガス器具の熱量調整等々時
代の先端を走ってきた。
　ご案内の通り、私は故郷都留
に生まれ育ち、１8歳から上京し、
１98５年母が亡くなるまでは、東
京暮らしであった。
　母の死、仕事の終了、都留の
地に帰る機会は多くなった。童
謡“故郷”の ２ 番「志を果たし
て　いつの日にか帰らん　山は
あおきふるさと　水は清きふる
さと」はまさに私の眞情であっ
た。
　しかし、伸び伸び悠悠自適、
晴耕雨読の心境にも状態にもな
れないものである。
　平成１8年、公立大学法人化議
論が世間の潮流の中で文大をい
かにすべきか、都留文科大学法
人化検討委員会が平成１8年１１月
に発足し委員長に委嘱された。
“法人化とは”“大学独立とは”
初めて立ち入った大学の在り方、
多くの委員の声を聞き又はじめ
て大学側委員である金子学長
（当時）、後藤道夫教授にもお
目にかかった。平成１9年 ２ 月に
法人化すべしとの結論を得て答
申は終わった。
　次いで、 ４ 月に法人準備委員
会が発足し約 １ 年、翌２0年 ２ 月
まで審議を行った。法人の定款、

退任にあたって
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  前理事長　西室陽一

前理事長　西室陽一
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も最も豊かな時間です。自ら
の意志で様々なことに取り組
み一日たりとも疎かにするこ
とのないよう、有意義な大学
生活を送ってほしいと願いま
す。
　最後となりましたが、都留
市、および大学関係者の皆様
には、今後共、ますますの応
援をお願い申し上げ、挨拶と
させていただきます。

の先輩が築き支えてきた枠組
みを確実に検証し堅実で新た
な枠組みを再構築し、市と協
力しながら、日本全国と世界
へ情報を発信し、より存在感
のある大学となるよう努めて
行く所存です。
　さて、学生諸君にとって、
時代が大きな転換期に入って
いる昨今、皆さんが、自分自
身の人生に確かな目標を持つ
ということは、なかなか難し
いことでしょう。価値観のゆ
らぎは、世の常ですが、皆さ
んは、時代の流れに惑わされ
ることなく、将来、いつか来
る機会を確実にとらえ、あら
ゆる困難に出会っても強く生
き抜ける自分を作るために、
大局的な視野と考え方を持て
るよう、自分自身の課題を発
見し、見極め、一歩一歩確実
に自分を築いていってくださ
い。大学時代は、人生の中で

　本学は、教員養成系の大学
として創立され、人口約 ３ 万
人の小さな都市が大学を設置
しているという全国でも珍し
い大学です。
　これまで本学は、全国に数
多くの教育関係者を輩出して
きましたが、近年は教育以外
の分野においても多くの卒業
生たちが活躍しています。そ
れは、本学が地方都市にあり
ながら、時代に即応し、常に
時代の先端を進む高度の研究
水準を維持し発展させ、教
育・学問研究の環境を備え、
人間の探求という校是を基に
知的生産力の高い有数な大学
として発展し、学生たちがそ
れに呼応するように、その在
学期間に、知識を深め、創造
力を開発し、身心を磨き、最
もふさわしい伝統と歴史とを
築き上げてきたからに外なり
ません。
　現代の社会状況は、地球規
模での協調と共生が叫ばれる
一方で、国際紛争の熾烈化、
国内的には高速な少子化・高
齢化の進行、産業構造や雇用
形態の大きな変化等々、かつ
て私たちが経験したことのな
い事態が到来し、将来の先行
きは極めて不透明である、と
誰もが口にします。しかしな
がら、時代の先行きというも
のは、何時の時代にあっても
不透明であったのです。私は
教職員と共に、今後、私たち

新理事長　大谷哲夫

よき伝統を守り世界へ発信する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  新理事長　大谷哲夫

略歴
大谷　哲夫
昭和３３年 ３ 月
山梨県立都留高等学校卒業
昭和３8年 ３ 月
早稲田大学第一文学部卒業
昭和40年 ３ 月
早稲田大学大学院卒業
昭和６３年 4 月
駒澤大学仏教学部教授就任
平成14年 4 月
駒沢大学及び駒沢短期大学
長就任
平成18年 4 月
駒澤大学総長就任
平成２２年 ３ 月
駒澤大学定年退職
平成２５年 4 月
都留文科大学理事長就任
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人は数学が大好きなんだと感
じ、そしてそんな面白いもの
があるなら自分も見てみたい
と思い、勉強を始めました。
　勉強を始め、数学の美しさ
を知り、解けなかったことが
わかり感動して、そしてさら
に奥に隠されていた美しさを
知るためにまた勉強をする…
そんなことを繰り返していく
うちに、すっかり数学の魅力
にとりつかれてしまいました。
　私も授業では、この先生の
ように、丁寧に教えるだけで
なく自分が数学を楽しむ姿を
見せることで、数学の美しさ
や学ぶことの楽しさを知って
もらえるよう心がけています。
　私自身、数学も教育もまだ
まだ学ぶことがたくさんあり
ます。全国から集まる学生の
みなさんと一緒に、これから
都留文科大学で学んでいきた
いと思います。皆さんもしっ
かり勉強をして、子どもたち
に学ぶことの楽しさ、学問の
本質が伝えられるようになっ
てほしいと思います。

澤理論という、素数の代数的
側面と解析的側面をつなぐ理
論を学んでいます。
　さて、初等教育学科では多
くの学生が教員を目指してい
ます。その理由を聞いてみる
と、たくさんの人が「教わっ
た先生の人柄や教育に憧れて」
と答えてくれます。私が数学
の研究を志すことになったの
も、一人の先生がきっかけで
した。私の場合、その先生の
人柄というよりは、その先生
の見ている学問の世界に憧れ
てでした。その先生は、いつ
も数学というものを楽しんで
いようでした。教えるという
よりも、先生自身が教壇の上
で数学と遊んでいるような授
業でした。時には間違えたり
途中で詰まってしまったりし
ながら、そういったことも楽
しい様子で目をキラキラさせ
て話す光景は、まるで黒板に
書かれた式たちと会話をして
いるみたいで、私には魅力的
でした。私は数学が苦手で内
容はさっぱりでしたが、この

　本年度より初等教育学科に
着任しました岡野恵司です。私
は早稲田大学、東京理科大学
にて数学科の助教として勤め
てまいりました。この度、文
学部という今までとは少し違
う環境の中で、お仕事をさせ
ていただくことになりました。
　専門は数学の中の整数論と
いう分野です。１,２,３,４,…という
子供の頃から親しんでいる数
の中にある不思議な性質を、毎
日調べて楽しんでいます。整
数は調べれば調べるほど、深
く美しい真理を見せてくれま
す。その一部を探り当て、そ
こから正しい答えを見つける
過程は、まるで宝探しをする
冒険家になったような気分で
す。たとえばオイラーは

という式を見つけました。π 
は円周率です。自然数の ２ 乗
をひっくり返して和をとると、
自然数とはまったく関係がな
さそうな円周率３.１４１５…が出て
くるというのです。いったい
なぜなのか？きっと偶然では
ないはずです。私はこの式の
成り立つ理由やその背後にあ
る理論をぜひ知りたいと思い
研究を始め、そして現在は岩

初等教育学科講師

� 岡野恵司

知れば知るほど楽しい数学

整数論研究集会での岩澤理論の発展に関する講演
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国文学科准教授

加藤敦子

はソウルへも舞台を見に行きま
す。
　私の近世文学研究はこうした
実践に支えられています。研究
の基本は作品や論文を読むこと
ですが、演劇はそれを取り巻く
環境と切り離して考えることが
できません。歌舞伎は今年 ４ 月
に新しい歌舞伎座が開場してメ
ディアに賑やかな話題を提供し
ています。文楽（人形浄瑠璃）
はその発祥の地で補助金の是非
に関する議論が続いています。
古典芸能であっても、社会と無
縁に存在することはできません
し、社会や時代の要請があるか
ら上演され継承されるのです。
古典芸能も今を生きています。
　このような研究を続けている
身として、リベラルアーツを重
んじる都留文科大学への着任を
とても嬉しく思っております。
本学での研究・教育を通じて、
古典の意義を発信し続けていき
ます。どうぞよろしくお願いい
たします。

う文学・文化・社会の状況があ
りました。
　２000年、縁あって韓国の大学
で教壇に立つことになり、異国
の地で、平日は授業と研究に勤
しみ、週末は映画や舞台を楽し
み、連休には韓国各地を旅行す
る、という日々を送りました。
パンソリ・国楽・仮面劇・農楽
などの伝統芸能、現代演劇、海
外ミュージカル、韓国映画、何
でも積極的に見に出かけました。
幸運なことに、私が韓国で暮ら
し た 7 年 間 は 韓 国 の 映 画 や
ミュージカルが飛躍的に発展し
た時期で、見るべき作品に事欠
くことはありませんでした。そ
してここでも、発展の背景には
国や自治体の支援、興行システ
ムの形成、人材育成の努力など
環境の変化があることを目の当
たりにしました。
　現在は、学生時代から見続け
ている歌舞伎・文楽・能狂言な
どに加えて、ミュージカルや映
画にも日常的に足を運んでいま
す。毎月１0本前後。年に何度か

　はじめまして。国文学科に准
教授として着任いたしました、
加藤敦子です。専門は日本近世
文学です。「近世」とはおおよ
そ江戸時代のことで、私の専門
は江戸時代の文学です。中でも
特に歌舞伎や人形浄瑠璃など演
劇を中心に研究しています。
「江戸の芝居」です。こう言う
と楽しそうなテーマに聞こえま
すね。実際とても面白い研究
テーマです。
　元来私は江戸時代に興味があ
りました。そのルーツは、小学
校 高 学 年 の 頃 に 好 き だっ た
NHKの テ レ ビ 番 組、人 形 劇
「新・八犬伝」や時代劇「天下
御免」だと思っています。大学
での専攻を決めるに当たり、自
分の関心の在り処を改めて考え
た時、江戸時代の文化を探究し
たいと思い、以来、歌舞伎や人
形浄瑠璃を主な研究対象として
きました。
　そのため、文学研究ではあり
ますが、作品が文化・社会と交
錯するところに強い関心があり
ます。卒業論文と修士論文では
五代目市川団十郎という歌舞伎
役者を取り上げましたが、それ
は、彼が一人の歌舞伎役者であ
ることを超えて、時代を象徴す
る存在であったからです。その
背景には、狂歌の流行、錦絵の
誕生、出版メディアの発達とい

前の歌舞伎座の閉場を伝える記事。旧歌舞伎座最後の舞台の客席に米粒ほどの大
きさで私も写っています。2010年 4 月29日付東京新聞

古典も今を生きている
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社会学科教授

田中里美

るわけではないということを
（それが実際にあったかどうか
は別の問題）実感しています。
　社会は日々、年々変化します。
皆さんもこれからどんな場で生
きていくことになっても、一生
涯、変わり続ける自分と家族、
社会の中で学び続け、自分の考
えを形成し、人と関わり、社会
の生成変化に力を添えていくこ
とになります。どうせなら少し
でも良い社会を作り、次世代に
渡したいですね。
　この稿を閉じるにあたって、
新潟に行った際たまたま入った
會津八一記念館で見た「学規」
を紹介しておきます。その筆跡
と相まって印象に残っていま
す。　
　
一、ふかくこの生を愛すべし
一、かへりみて己を知るべし
一、学藝を以って性を養うべし
一、日々新面目あるべし

　大学生活が皆さんの今後の人
生の糧になることを念願してい
ます。

う高齢者介護のあり方を求めて、
学び、考え、社会にもこれを発
信していました。介護保険前夜、
介護と言えば、家で妻や嫁など
女性が行うのが当たり前とされ
ていた頃のことです。議論の中
でしばしば取り上げられていた
のは、公の果たす役割の大きい
北欧の高齢者福祉のしくみでし
た。当時私はフィンランドから
来た留学生のチューター（留学
生のことばと生活のお世話係）
をしていたこともあって、フィ
ンランドで高齢者福祉を学ぶこ
とにしました。
　あれから２0年。日本では介護
保険法が成立し、サービス利用
者の数は急速に拡大しました。
一方のフィンランドでも、高齢
者福祉を含め、基礎自治体の
サービスとの関わりは大きく変
化しました。現在では、日本の
高齢者の方が恵まれていると思
える点がいくつもあります。
フィンランドと日本の高齢者福
祉をみてきた私は今あらためて、
「理想の北欧の高齢者福祉」と
いうものが時代を越えて存在す

　このたび、社会学科環境コ
ミュニティ創造専攻に、地域社
会論担当教員として着任した田
中里美です。どうぞよろしくお
願い致します。
　 ４ 月の半ば過ぎ、介護体験の
お願いに甲府市にある特別支援
学校に伺いました。大月から西
に向かい、甲府盆地に入ると、
行く手にどっしりとした山々が
見えてきました。「あちらはも
う長野だ、長野は近いなぁ」と
思うとともに、昔、八ヶ岳をは
じめあちこちの山に登ったこと
が思い出され、「山はずっとそ
こにあったのだ」というあたり
まえの事実に胸を衝かれました。
　長野は私が教員生活を始めた
土地です。長野市にある長野県
短期大学に勤めていました。そ
の後広島に移り、今春まで広島
国際学院大学に勤務していまし
た。変わらぬ山の佇まいを目に
していると、広島で過ごした１３
年間があたかも一瞬のことのよ
うに感じられました。
　さて、私は奈良で学生生活を
過ごしました。大学院に進学し
てからは、週に一度、特別養護
老人ホームに、ボランティアに
通っていました。そこで出会っ
た女性たちは、ボランティアを
実践するだけではなく、大学の
教員とともに勉強会を開き、シ
ンポジウムを開催し、今とは違 フィンランド、ウラケミヨキの老人会にて

文大に着任するにあたって
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情報センター特任准教授

黒㟢茂樹

から情報教育・教育工学の分野
に移ったことになります。その
後、関西学院大学情報メディア
教育センター (２0１0年度に共通
教育センターに組織改組)専任
講師として学部生の情報教育や
大学・法人の情報環境・情報基
盤整備に尽力いたしました。
　高等教育の世界では昨今「流
動性・モビリティの強化」が話
題になることがありますが、私
のキャリアはある意味で「高い
モビリティ」を呈しているのか
もしれません。情報教育に関す
る授業や情報センター業務運営
の支援を含めた教育・研究・学
務・地域貢献に関する諸活動を
通じて、微力ながらユニークな
キャリアを積んできた私ならで
はの貢献をしていきたいと考え
て お り ま す。「rolling stone」
な私ですが、どうぞ皆様、ご指
導ご鞭撻のほど宜しくお願い申
し上げます。

生が始まりました。さて、この
諺に対して皆様はどのような解
釈を与えますでしょうか…。京
都外国語大学で学部時代を過ご
し、修士課程は神戸大学大学院、
博士後期課程は関西学院大学大
学院で英語学(主に統語論・語
彙意味論・構文論)を教育研究
分野としておりました。その一
方で、学部の授業でFortran・
COBOL・SPSSを学習し、神戸
大学では文学部・文学研究科の
C/S型ネットワークシステム構
築・運用のお手伝いをしました。
関西学院大学では、とある先生
から「言語学がわかり、かつ、
UNIXがわかる院生」というこ
とでお声をかけていただき、先
生のご研究分野である「データ
マイニング」研究のお手伝いを
させていただきました。研究ラ
ボに貼り出されていた公募に応
募したところ、計算機センター
助手(コンピュータシステム支
援)として学習院大学に任用さ
れましたが、この時点からキャ
リア・ステップの軸足が英語学

　本年度より情報センターに特
任准教授として着任いたしまし
た、 黒 﨑 茂 樹 と 申 し ま す。
２00５-２006年度には本学の非常
勤講師として「コンピューター
演習I・II」「情報とシステムI・
II」などの科目を担当しており
ましたが、本年度は「情報リテ
ラシー I」など計 7 クラスを担
当しております。本稿に載せて
いただいた写真は、初等教育学
科と国文学科の １ 年生が受講し
ている「アカデミック・スキル
ズ」の授業風景の一コマです。
都留文科大学前駅周辺は料理を
しない私でも不自由なさそうで
したので、今は都留市民の一人
として大学近くから通勤してお
ります。
　さて、以下では私の経歴につ
いてご紹介したいと思います。
幼いころは外科医になりたいと
思いつつも、小学校時代は友人
達 と「マ シ ン 語」やBASIC プ
ログラミングなどをして遊んで
いました。高校進学では高専の
電気工学科などに進みたかった
のですが諸事情により断念。外
資系企業で働きたくなったので、
大学進学では外国語学部を目指
すことにしました。
　大学・大学院時代は関西で過
ごしたのですが、このときから
「A rolling stone gathers no 
moss」と形容できるような人 「アカデミック・スキルズ」の授業風景

A rolling stone 
gathers no moss.



─ 10 ─

都留文科大学報２０１３年７月 17 日

文大に着任するにあたって新教員紹介

特任准教授

岡部真理子

は、そのレベルも、学んできた
内容もさまざまです。日本でい
ろいろな経験をしながら、半年
や一年という短い期間でいかに
日本語能力を伸ばせるかを考え
たとき、文法や語彙を中心とし
て、学んだ項目を実生活でどう
使うかを考えるのではなく、日
本語で何をしたいか、何をする
ことが必要かを中心とし、そこ
で必要となるコミュニケーショ
ンの要素として文法や語彙を考
えるという、発想の転換が必要
なのではないかと考えます。
　１980年代から日本語教育の多
様化ということが言われていま
すが、最近では新たに小学校や
中学校での日本語を母語としな
い児童生徒への日本語教育も問
題となっています。対象が変わ
れば教育の目的や方法もおのず
と変わるはずです。これから多
様化する学習者に対応していく
こと、また対応する能力を備え
た教員を養成することを課題と
し、努力したいと思っています。
どうぞよろしくお願いいたしま
す。

なる学生の意識がとても高いこ
とがあります。チューター制度
は、特に短期留学生にとって半
年あるいは一年という短い都留
での留学生活を有意義なものと
する鍵になるとともに、チュー
ターにとってもいろいろな意味
で国際的な視野を持つ経験に
なっていると思います。国際交
流、海外への留学、あるいは日
本語教育や留学生に興味のある
学生は、ぜひこのチューターを
経験してみてほしいと思います。
　私の本業である日本語教育に
話を戻すと、日本国内では、文
法や語彙を基礎からひとつひと
つ積み上げていくかたちでの文
型先行型の日本語教育が広く行
われています。確かに日本の大
学に入学し学位を取ることを目
的としている留学生の場合、日
本語を基礎から着実にかためる
必要があるのでこの方法が適し
ているかもしれません。ただ、
短期留学生について見てみると、
もう少し違った考え方が必要に
なるのではないでしょうか。海
外のそれぞれの所属大学で日本
語を学んできた短期留学生たち

　 ４ 月に特任准教授として着任
した岡部です。 ４ 月に発足した
国際交流センター日本語教育研
究室の一員として、留学生の受
け入れ業務と、留学生を対象と
した日本語科目および日本語教
員を目指す学生を対象とした日
本語教員養成課程のコーディ
ネートを担当しています。
　これまで、カリフォルニア大
学バークレー校（アメリカ）で
２ 年、モナシュ大学（オースト
ラリア）で 8 年、専任教員とし
て日本語や日本語教員養成関係
の科目を、そして山梨県内や近
隣のいくつかの大学で非常勤教
員として日本語を教えた経験が
あります。都留文科大学では、
２00１年から非常勤講師として留
学生対象の日本語の科目と日本
語教員養成課程の「日本語教育
入門」を担当してきました。
　都留文科大学では、留学生を
支援するシステムとしてチュー
ター制度があります。この制度
自体はさほど珍しくないのです
が、他大学と違う最大の特色は、
留学生とチューターの関係が非
常に近いということです。この
背景には、全学的にチューター
を募集し、国際交流室のスタッ
フのサポートのもと、チュー
ターが留学生の学業のみでなく
留学生活全般にわたって支援を
していることと、チューターと

文大に着任するにあたって

留学・国際交流室の敏腕スタッフと
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学外研究報告
初等教育学科准教授

藤本　恵
ていただけることになりました。
みすゞと甲斐絹のつながりを中
心に、近現代の文学作品と甲斐
絹についての展示が行われる予
定です。甲斐絹の意外な広がり
を知り、地域の産業と文化を捉
えなおす機会になると思います
ので、どうぞみなさま会場に足
をお運びください。
　こうして旅に出ているとき以
外は、卒業したお茶の水女子大
学に公立大学研究員として籍を
置き、大学院のゼミに出たり、
各地の図書館で調査を行って論
文をまとめたりしていました。
約十年ぶりに戻ったお茶の水女
子大学は、先生方や学生の顔ぶ
れも、大学の組織も、大きく変
わっていました。そこに以前と
違う身分で入りこむことで、
ジェンダーと文学に関わる最新
の研究動向に触れられただけで
なく、現在、国立大学がおかれ
ている状況についても多く考え
させられました。そして見えて
きたのは、都留文科大学や都留
市の特徴であり、自分のなかで
知らず知らずのうちに育ってい
た、そうしたものへの愛着だっ
たと思います。外に出ることで
確認できた特徴や愛着を、今後
の大学での仕事に生かしていけ
るよう、つとめたいと思います。
　貴重な機会をいただきまして、
ほんとうにありがとうご
ざいました。

よって、みすゞの詩「三つの小
箱」に、かつて都留の織物とし
て全国的に知られていた「甲斐
絹」が出てくることも指摘され
ました。恥ずかしいことですが、
このことに、研究者である私は
全く気づいていませんでした。
仙崎で立ち寄った金子みすゞ記
念館の主任研究員にご報告した
ところ、この方をも驚かせ、仙
崎と都留の意外な結びつきを示
す指摘として感謝されました。
　そして、この発見はさらに広
がります。今年は山梨県で第２8
回国民文化祭が開かれており、
その一貫として、都留市内の
ミュージアム都留でも、「甲斐
絹展」が開かれます（ 9 月２２日
～１0月２7日）。その一角で、「金
子みすゞの詩を読む会」が、こ
れまでの勉強の成果を発表させ

　せっかくいただいた学外研究
期間には、ふだんできないこと
をしようと、いくつか計画を立
てていました。その中で、いち
ばん楽しく、また成果もあった
と感じたのは、「金子みすゞの
詩を読む会」で出かけた仙崎へ
の旅でした。
　童謡詩人金子みすゞは私の学
部時代からの研究対象で、この
会は、本学印刷室におつとめの
前田太二さんのお声がけで始
まったものです。２0１１年の東日
本大震災の後、テレビCMで有
名になった詩「こだまでせう
か」を読むところから広がって、
勉強会を重ねるうちに、会の有
志でみすゞの故郷・仙崎を訪ね
よう、ということになりました。
勉強会では、メンバーの一人に

仙崎の旅で、金子みすゞの詩を読む会のみなさんと
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2012 年度学外研究報告
社会学科

平林祐子

市民による活動の調査・参与観
察である。東京都内の多様な運
動、なかでも直接行動に可能な
限り多く参加し観察を行うとと
もに、主要グループのコアメン
バーを対象にインタビュー調査
を行った。
　 ２ つ目は、１960年代からの日
本における反原発運動の総括的
研究のための資料収集。近い将
来まとめたいと思っているもの
である。法政大学と早稲田大学
の図書館に通って、古い一次資
料等をかなり収集することがで
きた。部分的には、この作業は
「サステイナビリティ教育研究
機構」の『原子力総合年表・資
料集（仮）』作成プロジェクト
の作業とも重なる部分があり、
原発立地点あるいは計画地点の
詳細な年表作成および資料集の
編集を他の編集委員らとともに
行った（現在も継続中）。
　 ３ つ目は、外国調査と英語に
よる研究発表である。２0１１年は

「アラブの春」から始まって世
界各国で活発な運動が展開され、
その一つにニューヨーク市で始
まったOccupy Wall Street　運
動がある。この運動は日本の反
原発運動とも多くの点で共通点
やつながりがあることから、
２0１２年 ４ 月から ５ 月にかけて、
シ カ ゴ と ニ ュ ー ヨ ー ク で
Occupy 運動等の現場を訪れ、
関係者から聞き取りを行った。
また 8 月には、アルゼンチン・
ブエノスアイレス市で開かれた
国 際 社 会 学 会International 
Sociological Association（ISA） 
のForum で発表を行い、各国
からの研究者と意見交換するこ
とができた。
　 １ 年の間に、これまでできな
かった生活改善にも取り組むこ
とができ、心身の健康度があ
がったように思うので、久しぶ
りの授業にも元気に取り組んで
いきたい。

　２0１２年度、通年の学外研究の
機会をいただいた。 １ 年の間に、
多くの事を学び、新たな人々と
出会い、そして自分自身の生き
方や働き方を見直すこともでき
た。これは普段仕事に追われて
いる日常では決してできないこ
とである。このような貴重な機
会を与えてくださった都留文科
大学と、 １ 年間授業や学務を離
れることを許容してくださった
同僚の皆さんに、あらためて心
から感謝したい。以下、この
「幸せな一年」について報告す
る。
　筆者は環境社会学および社会
運動論を専攻しており、以前か
ら反原発・脱原発のための社会
運動やエネルギー／原子力政策
について調査研究を行ってきた。
東日本大震災と福島第一原発事
故後、原発にかかわる問題や運
動は新しい局面に入り、２0１２年
度の学外研究期間は、現在進行
形の社会の変化や運動の実態を
把握するため、東京に拠点を置
くことにした。客員研究員とし
て法政大学の「サステイナビリ
ティ教育研究機構」に籍を置き、
同機構のプロジェクトにも関わ
りながら個人で調査研究に従事
した。
　 １ 年間に行ったことは大きく
３ つである。
　 １ つ目は、東京で現在進行中
の、原発をめぐる運動や多様な

総理官邸前で大飯原発再稼動に抗議する人々
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比較文化学科教授

伊香俊哉

海外資料館事情のひとコマ

できる（ただし大陸からだとア
クセスが悪かったと記憶する）。
　イ ギ リ ス で はNational Ar-
chivesに通ったが、入館証を作
るには所属機関による身分証明
書類が必要である。今回持って
いった書類には学長名をワープ
ロで入れてもらったのだが、サ
インがなかったことがちょっと
問題になったようだ。サインが
あれば万全だったのかもしれな
い。同館の資料はネットでの検
索や一部ダウンロードが可能だ
が、デジタル化されていない原
資料は行かねば見られない。撮
影は無料ででき、撮影用のスタ
ンドも多数設置されている。閲
覧室はやたらに涼しく、冬場は
僕は長袖のジャケットに、ダウ
ンのベストを着込むのだが、欧
米系の方々は薄着・半袖で平然
としている。不思議なものである。

　戦前の新聞の縮刷版や原本は
４ 階の台湾文献室にあるが、そ
れらはコピーが禁止されている。
複写はデジカメでの撮影となる。
自分で撮るのだが、 １ 枚当たり
２ 元取られる。面白かったのは、
台湾文献室では ２ 元かかるが、
歴史学科の図書室での撮影は無
料であった。
　台湾へは ２ 度行き、国防部史
政編訳室、国史館、国家档案管
理局、中央研究院近代史研究所
などでの資料調査をおこなった。
いずれも身分証はパスポートだ
けで足りた。国史館は現在は台
北と新店にあるが、デジタル化
された資料は台北ですべて閲覧
できる。新店ではデジタル化し
ていない原資料も閲覧が可能で
ある。コピーは自分でする（ １
枚 ２ 元)。国防部の資料を今回
初めて探したのだが、かつては
国防部史政編訳室で閲覧可とい
われていたが、現在はすべて国
家档案管理局に移管されている
ことが分かった。ただ同局は、
閲覧申請のあった資料を審査の
上で閲覧許可を出すので、大量
に閲覧申請をすると実際に閲覧
できるまでに ２ ～ ３ ヶ月かかる。
ただ許可された分はデジタル化
されたものについてはCDに焼
いてくれるし（ １ コマ ２ 元＋１0
元）、原資料の撮影は無料でで
きる。国史館はネット上で一部
の資料は閲覧可能だし、国家档
案管理局はネットでの目録検索、
申請書類のダウンロードなども

　２0１２年 ４ 月から２0１３年 ３ 月ま
で近現代日中関係史にかかわる
さまざまな資料・情報の収集を
主な目的として、北京大学歴史
系に身を置く形で調査研究を実
施した。その間台湾やイギリス
にも足を運んで資料調査をした。
資料の公開状況には、「お国柄」
の問題もあり、差が大きいが、
資料の公開や複写の面で、デジ
タル化が進展していることは確
かである。以下、おもに通った
図書館・資料館の事情を簡単に
紹介してみたい。
　日常的に通ったのは北京大学
図書館であった。北京大学図書
館に入って驚いたのは、閲覧室
への飲み物の持ち込み（勿論飲
むことも）が認められているこ
とであった（ちなみに台湾大学
の図書館でも同様だった）。本
を借り出してコピーすることは
できるが、僕は大判で分厚い地
方史文献をコピーすることが多
かったので、館内でコピーした。
地方史文献は ３ 階に配置されて
いて、コピーのためにはまず ３
階閲覧室の出入り口にあるカウ
ンターに本を持っていき、そこ
でコピーを申し出て、本の登録
ナンバーをノートに記入する。
カウンターから連絡が行った複
写係が来て、本をもって別の階
のコピー室に行くので、同行す
る。コピーは係の人がしてくれ
て、そこで支払いも済ます。 １
枚0.２元（ ３ 円程度）。

四川省松藩にて。イスラム系の住民が
いるこの地域では「伊香」というのはイ
スラム風のという意味。イスラム風のクッ
キー屋さんの前で、店のお嬢さんと。
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た。しかし、平成２３年度には90％
台に回復し、昨年度は96.１％とい
う近年にない高い就職率を記録し
ました。就職決定者の数は前年度
とほぼ同じだったのですが、分母
となる就職希望者が５67名と前年
度より２6名減少したため、就職率
が上がったというわけです。就職
先の内訳を見ると、前年度と比べ
て、教員（臨時採用を含む）はや
や減ったものの、企業と公務員は
増加しました。
　教員として採用された人は公立
と私立を合わせて１78名で、昨年
度より１５名減りました。しかし、

　文部科学省と厚生労働省による
平成２４年度就職状況調査（国立大
学２１校、公立大学 ３ 校、私立大学
３8校）を見ると、今春卒業した大
学生の就職率は9３.9％（ ４ 月 １ 日
現在）で、ほぼ昨年度並みでした。
本学では7３５名の卒業生（前期卒
業生を含む）を送り出しました。
就職希望者は５67名で、そのうち
５４５名の就職が決まりました。就
職 率 は 96.１％で、全 国 平 均 を 上
回っています。平成１8 年度から
２0 年度までの ３ 年間は9５％前後
でしたが、その後下落し、平成２２
年度は8２.５％まで落ち込みまし

　昨年１0月、従来のキャリアサ
ポート室がキャリア支援センター
としてリニューアルしました。 ４
号館 １ 階のフロアを全面改装し、
学生のみなさんが利用しやすいよ
うに整備・拡充を図りました。今
年度からは、センター所属の相談
員も増やして、より充実した支援
体制を組んでいます。気軽に立ち
寄って、就職活動の一助として大
いに利用していただきたいと思い
ます。
　なお、センター長は、昨年は副
学長が兼務していましたが、今年
度から学長指名によって私が務め
ることになりました。これまでに
初等教育学科の就職委員は何度か
務めた経験がありますが、こうし
た仕事（特に企業・公務員関係）
には慣れていません。しかし、優
秀な専門スタッフと協力して、学
生のみなさんのために微力を尽く
していきたいと思います。どうぞ
よろしくお願い申し上げます。
　さて、本学の平成２４年度の就職
状況について振り返ってみましょう。

　就職率96％を超える～昨年度の就職状況を振り返って～
� キャリア支援センター長　　鶴田清司

平成25年 3 月卒業生　就職先一覧

■初等教育学科
企業

株式会社　拓人
沖農園
株式会社 Ｇｒａｐｅｓ
株式会社 ＭＡＸＩＳホールディングス
株式会社 ＳＴＥＰ
株式会社 イフ
株式会社 ウイングル
株式会社 サンキョー（甲斐ゼミナール）
株式会社 シェイプアップ
ハウス株式会社 セノン
株式会社 ピュアスポーツ
株式会社 プロケア
株式会社 山梨中央銀行
株式会社 臨海セミナー
株式会社エス・ピー・ディー
明治
株式会社ホンダ四輪販売甲信
株式会社新潟アルビレックスランニン
グクラブ京都北都信用金庫
山梨県厚生農業協同組合連
合会山梨県民信用組合
社会医療法人 
加納岩 山梨リハビリテーション病院
社会福祉法人 
かがわ総合リハビリテーション事業団
社会福祉法人 共生会
社会福祉法人 
児童養護施設 青葉学園
社会福祉法人 
聖ヨハネ会 富士聖ヨハネ学園
小島プレス工業 株式会社
石川県農業協同組合中央会
日拓リアルエステート株式
会社日本郵便 株式会社
有限会社 ジェイ・ケイ・ライジング
幼児活動研究会 株式会社

教員
北海道教育委員会
岩手県教育委員会
宮城県教育委員会
福島県教育委員会
栃木県教育委員会
群馬県教育委員会
埼玉県教育委員会
さいたま市教育委員会
千葉県教育委員会
東京都教育委員会
神奈川県教育委員会
横浜市教育委員会
川崎市教育委員会
相模原市教育委員会
新潟県教育委員会
富山県教育委員会
石川県教育委員会
福井県教育委員会
山梨県教育委員会
長野県教育委員会
岐阜県教育委員会
静岡県教育委員会
静岡市教育委員会
愛知県教育委員会
名古屋市教育委員会
兵庫県教育委員会
神戸市教育委員会
奈良県教育委員会
和歌山県教育委員会
岡山県教育委員会
山口県教育委員会
徳島県教育委員会
愛媛県教育委員会
福岡県教育委員会
宮崎県教育委員会
沖縄県教育委員会
上野原市教育委員会
大月市教育委員会
都留市教育委員会
大和市教育委員会

富士市教育委員会
岡山市教育委員会
朝日町教育委員会
身延町教育委員会
富士河口湖町教育委員会
京丹波町教育員会
山中湖村教育委員会
丹波山村教育委員会
学校法人 加藤学園
学校法人 才教学園
晃華学園小学校

公務員
甲州市役所
篠栗町役場

■国文学科
企業

アパグループ
オークス 株式会社
シリウスグループ
チモロ 株式会社
ハイランドリゾート 株式会社
パンドクレム （pain de creme）
医療法人社団 田中病院
英智学館 株式会社
越後製菓 株式会社
塩尻市農業協同組合
河口湖オルゴールの森美術館
学校法人 盛岡大学
株式会社 ＡＩカンパニー
株式会社 アーバン（メガネハット）
株式会社 アオキスーパー
株式会社 アスタリスク
株式会社 アップ
株式会社 エイチ・アイ・エス
株式会社 エクセル
株式会社 エクセルシア
株式会社 エムエル・ミラ
株式会社 クオカプランニング
株式会社 クスリのアオキ
株式会社 ケイライン
株式会社 コシダカ
株式会社 シースタイル

株式会社 システムエグゼ
株式会社 ダイナム
株式会社 トライグループ
株式会社 パソナ
株式会社 フードクリエイター
株式会社 リノベーションプランニング
株式会社 リバース東京
株式会社 三越伊勢丹
株式会社 山梨中央銀行
株式会社 損害保険ジャパン 
山梨支店
株式会社 文理学院
株式会社 綿半ホームエイド
株式会社 和光
株式会社さえきホールディングス
株式会社ラビアンローゼ
株式会社渋谷文泉閣
公立大学法人 岩手県立大学
広島市信用金庫
高岡市農業協同組合
高山信用金庫
山梨県民信用組合
社会福祉法人 幸充
松本ハイランド農業協同組合
信濃電材株式会社
心理学専門校ファイブ アカデ
ミー　
相鉄イン 株式会社
長野信用金庫
田中電気株式会社
都留市未来型農・林業推進協議会
都留文科大学
藤絹織物 株式会社 奄美の里
有限会社 ステージデザインサービス
有限会社 ハートマーケット
有限会社 光影舎

教員
北海道教育委員会
教員青森県教育委員会
宮城県教育委員会
福島県教育委員会
茨城県教育委員会
群馬県教育委員会
埼玉県教育委員会

千葉県教育委員会
東京都教育委員会
横浜市教育委員会
長野県教育委員会
静岡県教育委員会
愛知県教育委員会
兵庫県教育委員会
海老名市教育委員会
裾野市教育委員会
学校法人 日本航空学園

公務員
警視庁
防衛省陸上自衛隊
富士宮市役所
都留市役所
小諸市役所
府中市立図書館
浜松市役所
会津若松市役所

■英文学科
企業

ＳＭＢＣフレンド証券 株式会社
エンゼル動物病院
株式会社ティー・エス・アール
コーナン商事 株式会社
さくら英語教室
セキスイハイム東北 株式会社
ソニー損害保険株式会社
ピーアークホールディングス 株式会社
ヒューマンアカデミー 株式会社
ユーシーシーフーヅ 株式会社
ルートイングループ
レイリス・アンド・カンパニー株式会社
学校法人 駿河台学園
株式会社 Ｇｒａｐｅｓ
株式会社 ＩＣＳコンベンションデザイン
株式会社 アセラ
株式会社 イーネットソリューションズ
株式会社 インタースパ
株式会社 インテリジェンス
株式会社 エイチ・アイ・エス
株式会社 エルク

株式会社 カジメイク
株式会社 コメリ
株式会社 ジーユー
株式会社 システムステーション
株式会社 シャノアール
株式会社 スペース・プラン
株式会社 トリコロール
株式会社 バービーヅ
株式会社 
ビューティー コンテンツ ファクトリー
株式会社 ファーストリテイリング
株式会社 ぶどうの木
株式会社 ブラス
株式会社 ミキハウス
株式会社 ミラク
株式会社 メルヘン
株式会社 成田空港ビジネス
株式会社 東横イン
株式会社 八十二銀行
株式会社 文苑堂書店
株式会社 北陸銀行
株式会社 鈴鹿英数学院
株式会社サンシャイン
株式会社電陽社
㈱アドバンスドシステムテクノロジー
丸七住宅株式会社
丸全昭和運輸株式会社
甲斐日産自動車 株式会社
三井住友海上火災保険 株式会社
社会医療法人財団 慈泉会 相澤病院
社会福祉法人 函館厚生院
十日町農業協同組合
松山総合開発株式会社 松
山全日空ホテル
水戸信用金庫
全国健康保険協会
大和リビング 株式会社
長野県厚生農業協同組合連合会
長野県労働金庫
長野信用金庫
天橋立宮津ロイヤルホテル
東日本電信電話 株式会社
東日本旅客鉄道 株式会社
東武ステーションサービス
株式会社

表 1　平成18～24年度の就職関係データ�
18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度

卒業者数A 675 642 683 667 717 761 735
就職希望者数B 516 490 521 511 530 593 567
就職決定者数C 488 467 492 459 437 544 545
大学院等進学者数D 44 47 53 53 51 57 45
就職率C/B×100 94.57 95.31 94.43 89.82 82.45 91.7 96.12
進路決定率(C+D)/A×100 78.81 80.06 79.8 76.76 68.06 78.98 80.27
内訳
企業 315 309 315 252 217 297 310
教員 136 138 153 169 176 193 178
公務員 37 20 24 38 44 54 57
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でした。
　さらに、大学院などへの進学者
は４５名とほぼ例年並みでした。専
門学校や大学の研究生・科目等履
修生等は一昨年度とほぼ同じ２0名
でした。このうち留学は 8 名で、
昨年（ ５ 名）よりも増えています。
留学は勉学を継続する一つの形と
して、本学でも定着してきたよう
です。
　以上、昨年度の就職・進学等の
状況について簡単にまとめまし
た。卒業生のうち就職決定者と大
学院等への進学者を合わせると ４
年ぶりに 8 割を超えましたが、未
決定の卒業生もそれぞれの進路を
切り拓くべく、現在もなお就職活
動を継続したり、来年度に向けて
準備したりしています。
　政権が交代して、「アベノミク
ス」による景気回復が本当に実現
するのか注目されるところです
が、依然として就職状況は厳しい
ようです。
　今年度も、みなさんにとって良
い結果が出ることを祈っておりま
す。キャリア支援センターはこれ
まで以上に各種の就職関連行事を
企画・実施して、みなさんを応援
しますので、積極的に参加・活用
して下さい。

中国地方、四国地方、九州地方は
相変わらず採用が厳しい状況が続
いています。神奈川県もここ数年
間で激減しています。
　公務員は、この１0年間では最高
の５7名の合格者がでました。社会
学科２５名（現社１１名、環コミ１４名）
を筆頭に、国文、英文、比文の各
学科から１0名前後合格していま
す。就職先としては、例年通り、
市役所や県警察本部などが多く
なっています。
　民間企業就職者は３１0名に上り、
３ 年ぶりに３00名を超えました。
運輸通信業（１２名→３0名）、金融
保険業（１9名→２9名）、サービス
業（１２9名→１４6名）が増加し、逆
に製造業（３２名→２３名）、卸小売
業（86名→67名）は減少しました。
その他は大きな変化はありません

公立学校で正規採用となった人は
77名で、前年の67名よりも１0名増
加しています。公立学校では、北
海道から沖縄まで全国３５都道府県
（臨時採用を含む）で採用されて
います。正規採用では、採用数の
多い大都市圏の比率が高い傾向が
続いています。特に東京、千葉、
愛知では相変わらず多く採用され
ています。また昨年度は、栃木
（ ４ 名）、群馬（ ３ 名）、埼玉（ ２
名）、千葉（ 6 名）、東京（１２名）、
神奈川（ ２ 名）、横浜市（ ２ 名）、
相模原市（ 6 名）、新潟（ ２ 名）、
富山（ ３ 名）、静岡県・市（１１名）、
岐阜（ ３ 名）、愛知（ 8 名）で複
数の合格者がでました。栃木県は
前年度ゼロでしたので大躍進で
す。相模原市、静岡県・市も大幅
に増えました。一方、東北地方、

東洋観光事業 株式会社 ホ
テルブエナビスタ
北海道漁業協同組合連合会
有限会社 ＷＩＴＳ

教員
栃木県教育委員会
教員群馬県教育委員会
千葉県教育委員会
東京都教育委員会
山梨県教育委員会
長野県教育委員会
岐阜県教育委員会
静岡県教育委員会
浜松市教育委員会
愛知県教育委員会
徳島県教育委員会
鹿児島県教育委員会
都留市教育委員会
沼津市教育委員会
豊岡市教育委員会
三好市教育委員会
多久市教育委員会
学校法人 日本大学 日本大
学高等学校・中学校
学 校 法 人 関 東 国 際 学 園　
関東国際高等学校
聖徳学園中学・高等学校
佐野日本大学中等教育学校

公務員
長野県警察本部
公務員防衛省航空自衛隊
飯山市役所
甲斐市役所
足利市役所
仙台市役所
東松島市役所
鴨川市役所
牧之原市役所
東久留米市役所
身延町役場

■比較文化学科
企業
比較文化学科IS証券 株式会社
ＴＢＣグループ 株式会社
アールビバン 株式会社
オークス 株式会社
かたすみ
サトーホールディングス 株式会社
セレスティカ・ジャパン株式会社
ひるがみ温泉（株）石苔亭
（せきたいてい）いしだ
ブーントレーディングジャパン 
株式会社
ホンダ自動車販売 株式会社
ミモザ 株式会社
医療法人社団 元気会 横浜病院
株式会社 アズノゥアズ
株式会社 イービーエム
株式会社 ウインローダー
株式会社 エービーシー・マート
株式会社 ケーズホールディングス
株式会社 コナカ
株式会社 サンエー・インターナショナル
株式会社 しまむら
株式会社 シャンテリー
株式会社 スパーク
株式会社 ゼンショーホールディングス
株式会社 ダイナム
株式会社 トップカルチャー
株式会社 トリニティアーツ
株式会社 ネクサス
株式会社 パル
株式会社 ビックカメラ
株式会社 マイテック
株式会社 ワイスリー
株式会社 華
株式会社 快適住まいづくり
株式会社 共立メンテナンス
株式会社 近鉄ホテルシステムズ
株式会社 三喜
株式会社 山岸製作所
株式会社 山梨中央銀行
株式会社 秀英予備校

株式会社 大塚家具
株式会社 天満屋
株式会社 島忠
株式会社 東急リゾートサービス
株式会社 日テレ アックスオン
株式会社 富士レークホテル
株式会社 文苑堂書店
株式会社アイエイシイ・トラベル
株式会社エス・ティー・ワールド
株式会社サンウェル
株式会社ビデオ・ステーション・キュー
株式会社メディアリンク
株式会社大光銀行
協同組合 山梨県流通センター
山梨県民信用組合
社団法人 農山漁村文化協会
秋庭歯科医院
静清信用金庫
積水工業 株式会社
倉敷アイビースクエア
都留文科大学
島村楽器株式会社
東香寺
東小金井さくらクリニック
湯快生活株式会社 やまとの湯
敦賀海陸運輸 株式会社
日新自動車 株式会社
萩原 株式会社
富山保険サービス
福井鉄道 株式会社
有限会社 あおぞら企画
鈴与株式会社

公務員
山梨県警察本部
静岡県警察本部
鳥取県警察本部
帯広市役所
神栖市役所
福井市役所
上越市立図書館
北島町役場
若狭おばま食文化館
青森県総合教育センター

■社会学科現代社会専攻
企業

アスフィール 株式会社
スルガスタッフサービス 株式会社
セキスイハイム信越 株式会社
ハイビック 株式会社
山中農園
株式会社 ＤＳＣ
株式会社 TDモバイル
株式会社 アグレックス
株式会社 ヴェリタス・インベストメント
株式会社 ウオロク
株式会社 エーツー
株式会社 エディット
株式会社 クリーク・アンド・リバー社
株式会社 コミュニケーションサービス
株式会社 さの萬
株式会社 サンフォート
株式会社 ジーライツ
株式会社 シャトレーゼ
株式会社 セイツー
株式会社 セルバ
株式会社 ひまわり市場
株式会社 メガネトップ
株式会社 レッドバロン
株式会社 三越伊勢丹
株式会社 東海テレビプロダクション
株式会社 東京ハイパワー
株式会社 平安
株式会社 北陸銀行
株式会社カシイ
株式会社マックス
群馬みらい信用金庫
佐渡汽船株式会社
財団法人恵愛会 聖隷富士病院
社会福祉法人 山梨社会福
祉事業会 宝山寮
須賀川信用金庫
西多摩農業協同組合（JAにしたま）
静岡トヨペット 株式会社
大田商工会議所
都留文科大学
島根県国民健康保険団体連合会

特例民法法人 山梨勤労者
医療協会
日本年金機構
飯田工業薬品株式会社
磐田信用金庫
富士市農業協同組合
有限会社　静電社

教員
東京都教育委員会
教員相模原市教育委員会
山梨県教育委員会
岐阜県教育委員会
静岡県教育委員会
愛知県教育委員会
中能登町教育委員会
学校法人 日本航空学園

公務員
山梨県警察本部
公務員静岡県警察本部
京都府警察本部
気仙沼市役所
都留市役所
大月市役所
富士宮市役所
福岡市役所
上島町役場
おおい町役場

�■環境コミュニティ��創造専攻

企業
イオンリテール 株式会社
ネッツトヨタ宇都宮 株式会社
フルーツ山梨農業協同組合
ユーコープ事業連合
伊賀北部農業協同組合
株式会社 ジットセレモニー
株式会社 まつおか
株式会社 マルハン
株式会社 建設システム
株式会社 原田
株式会社 源 吉兆庵　米子
高島屋本店

株式会社 市場開発研究所 
Marke t  Deve l opmen t 
Research
株式会社 精研
株式会社 鳥羽洋行
株式会社 類設計室
株式会社農文協プロダクション
株式会社平和堂
金澤法律事務所
公益財団法人　大原美術館
山中湖情報創造館
社会福祉法人 コロロ学舎
社会福祉法人 ふじの実会
社会福祉法人 横浜市福祉
サービス協会
都留信用組合
日拓リアルエステート株式会社
富士観光開発 株式会社
富士市農業協同組合
平林金属 株式会社

教員
群馬県教育委員会
教員東京都教育委員会
静岡市教育委員会

公務員
山梨県庁
公務員茨城県警察本部
羽村市役所
飯田市役所
茅野市役所
八王子市役所
裾野市役所
北杜市役所
名古屋市交通局
高根沢町役場
奈義町役場
国頭村役場
道志村役場

A

教
　
員

小学校 127
中学校 29
高等学校 13
私立学校 9
合　　計 178

B 公
務
員

国家公務員 2
地方公務員 55
合　　計 57

C

民
間
企
業

農業 4
建設業 5
製造業 23
運輸通信業 30
卸小売業 67
金融保険業 29
不動産業 6
サービス業 146
合　　計 310

D
公
立
学
校
都
道
府
県
別
採
用
数
（
臨
採
含
む
）

北海道 2 岐　阜 3
青　森 1 静岡・市 21
岩　手 1 浜松市 2
宮　城 2 愛　知 13
福　島 3 名古屋市 2
茨　城 1 三　重 1
栃　木 5 京　都 1
群　馬 4 兵　庫 3
埼　玉 3 神戸市 1
千　葉 10 奈　良 1
川崎市 1 徳　島 3
相模原市 9 愛　媛 1
新　潟 3 福　岡 1
富　山 4 佐　賀 1
石　川 5 宮　崎 1
福　井 1 鹿児島 1
山　梨 20 沖　縄 1
長　野 6

合　　計 169

表 2 　平成25年 3月卒業者
　　　（前期卒を含む）の就職先別人数
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れ、全般的には満足でも、特定
の教室については共通に不便を
感じている部分があるようです。
内容的には、モニターの故障、
椅子の硬さ、黒板とチョークの
状態による板書の文字の見にく
さなどが多く出されました。
　施設・設備については、これ
までも教務担当と財務担当が椅
子の更新、プロジェクターの増
設などを中心に計画的に改善を
進めていましたが、今回のアン
ケートで対処すべき個所を具体
的に把握することができたので、
優先的に改善していくことにな
りました。今年度のアンケート
も合わせて改善の状況を確認し
ていきますので、指摘をお願い
します。

3.�課題は予習・復習
　予習・復習（B- ４ ）について
は、すべての項目の中で唯一、
３ を下回っています。客観的基
準（制度的には授業の倍の時間、

目を立てた。
④ 上記①を含む自由記述欄に

ついてもデータ化を行い、
個々の学生からの具体的な
声を教員個人にとどめず、
集約できるようにした。

　
　２0１２年度の回答数は、前期が
１２,69５通、後期が１２,２２１通でし
た。

2.�施設・設備の改善に向けて
　施設・設備面の項目（D-１２）
は、授業の質の向上の観点から
新たに追加したものなのでどの
ような結果が出るか注目してい
ましたが、約9５％の回答が ５ ～
３（普通）に収まっていたので、
本学の施設・設備に対する満足
度は、数値の上ではおおむね良
好と言えそうです。
　しかし、記述欄では多くの指
摘がありました。授業名は異
なっても、いくつかの教室の設
備に要望が集中する傾向が見ら

1.�アンケート項目の改善点
　本学では、毎年度、前期と後
期に「学生による授業アンケー
ト」を行い、授業改善に役立て
る資料としています。２0１２年度
のアンケートでは、質問項目の
見直しを行いました。２0１１年度
までのアンケートとの違いは、
主に以下の点です。

① 施設・設備について改善す
べき点を募る項目を設定し、
要望を具体的に記述しても
らえるようにした。

② 授業に対する学生本人の姿
勢について問う項目を増や
した。大学において主体的
に学習に取り組むことは学
生一人ひとりの自覚の問題
だが、実態を把握すること
で教員側が改善・配慮でき
る部分がないかを検討する
手掛かりにするという趣旨
である。

③ 授業の難易度についての項

「学生による授業アンケート」の結果から

施設・設備面の課題改善へ
─より主体的な学習を期待する─

� FD委員会委員長　田中昌弥

表 1　授業形態比較
項 設問文�

講義 外国語 実技・実習・実験 演習 全体平均
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

Ｂ　あなた自身の授業への取り組みについて セクション平均点 3.70 3.66 3.88 3.82 4.01 3.95 4.10 4.00 3.76 3.72
1 あなたはこの授業にどの程度出席しましたか。80％程度( 3 回程度の欠席)を ｢普通」とし、 5段階で答えてください。 4.28 4.08 4.35 4.11 4.48 4.23 4.59 4.34 4.32 4.12
2 事前にシラバスを読み、授業の目的、目標、内容を理解して臨みましたか。 3.69 3.67 3.57 3.65 3.91 3.83 3.91 3.83 3.72 3.69
3 授業に出席したときは、授業に集中し、熱心に取り組みましたか。 3.90 3.88 4.05 4.04 4.48 4.40 4.37 4.36 3.98 3.97
4 この授業について、予習あるいは復習をしましたか。十分に行ったを5、全く行わなかったを1とし、 5～ 1の範囲で答えてください。2.85 2.89 3.59 3.51 2.88 3.10 3.42 3.32 2.94 2.99
5 授業の内容をよく理解できましたか。 3.77 3.77 3.81 3.77 4.26 4.21 4.23 4.17 3.84 3.84
Ｃ　授業の進め方について セクション平均点 4.04 4.05 4.14 4.09 4.37 4.37 4.38 4.35 4.09 4.11
8 説明の仕方あるいは指示の仕方は、理解しやすかったですか。 4.06 4.07 4.12 4.09 4.49 4.45 4.41 4.37 4.12 4.13
9 話し方(声の大きさや明瞭さなど)や板書は、わかりやすかったですか。 4.02 4.05 4.16 4.14 4.50 4.45 4.42 4.36 4.09 4.11
10 プリント、ビデオ、教科書など教材の使われ方は授業内容の理解を助けるものでしたか。 4.16 4.16 4.18 4.12 4.13 4.25 4.37 4.36 4.17 4.18
11 学生の反応や理解度に応じた授業の進め方でしたか。 3.92 3.93 4.08 4.02 4.37 4.35 4.31 4.30 3.99 4.00
D　授業環境について セクション平均点
12 クラスの学生数、教室の設備、備品などは適切な状態でしたか。 3.99 3.98 4.27 4.21 4.39 4.43 4.39 4.36 4.06 4.06
E　授業内容について セクション平均点 3.93 3.95 3.90 3.91 4.19 4.18 4.18 4.14 3.96 3.98
13 授業内容はわかりやすく整理されていましたか。 4.10 4.11 4.16 4.10 4.47 4.44 4.41 4.36 4.15 4.15
14 授業の内容は、知的な刺激があり、興味深いものでしたか。 4.09 4.13 3.98 4.05 4.35 4.37 4.37 4.37 4.12 4.16
15 授業の内容・構成は、シラバスで書かれた目標に沿っていましたか。 4.03 4.04 4.02 4.01 4.32 4.32 4.32 4.28 4.07 4.08
16 授業のレベル(難易度)は適切でしたか。難しすぎたを5、易しすぎたを1とし、5～ 1の範囲で答えてください。3.50 3.51 3.44 3.46 3.62 3.58 3.62 3.56 3.51 3.52
F　授業成果について セクション平均点 4.12 4.15 3.97 4.09 4.37 4.38 4.42 4.41 4.15 4.19
17 この授業を履修したことで、この分野に関する新しい知識や考え方、技能などを修得できましたか。 4.11 4.14 3.97 4.07 4.38 4.38 4.41 4.41 4.15 4.18
18 この授業を履修したことで、ものの見方や興味･関心を広げることができましたか。 4.11 4.14 3.87 4.04 4.25 4.29 4.34 4.36 4.12 4.16
19 総合的に考えて、この授業を履修して有意義であったと思いますか。 4.14 4.18 4.08 4.17 4.47 4.48 4.49 4.46 4.19 4.22
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いての回答の平均は、３（普通）
よりも少し難しいと感じられて
いるようで、平均は約３.５でし
た。大学ですから多少難しいく
らいの授業が良いのではないか
と思いますが、５（難しすぎた）
を選んでいる人も１５～１7％いる
ので、 ５ を選んだ学生が多かっ
た授業の担当教員は、理解不足
に陥っている学生がいないか配
慮が必要でしょう。
　難易度については入学して間
もない一年生が高校とのギャッ
プを感じていないか心配でした
が、結果は逆に学年が上がるに
つれて難しさを感じているよう
です。形態別では、「実技・実
習・実験」と「演習」で難しい
と答える学生が多いので、これ
らの形態の授業が増える上級学
年で難しく感じることが多く
なっていると思われます。
　授業は教員と学生、そして学
生同士が一緒に作るものなので、
積極的に参加の上、大学・教員
に改善に向けての希望があれば、
ぜひこうした授業アンケートや、
様々な機会をとらえて申し出て
ください。

外で友人と議論したり、そのた
めに本を読み漁ったりしていた
時間まで無意識に「遊び」にカ
ウントしている例が多いのです。
予復習というものを狭く考えな
くても、そうした授業外の学習
も劣らぬ効果があります。とも
あれ、大学で学べるチャンスを
無駄にせず、活かしてもらいた
いと思います。

4.　オフィスアワーの活用を
　表には収まらないので割愛し
ていますが、今回初めて設定し
た項目である、授業を理解でき
なかった時の対処（B-6,7）に
ついては、「先生の研究室を訪
ねた」という回答が極めて少な
いのが特徴的でした。急に訪ね
ても忙しくて対応できない場合
がありますが、本学の専任教員
はオフィスアワーを設定してお
り、自分のゼミの指導教員以外
でも学習上の相談に乗る制度に
しています。シラバスで確認し
て是非利用してみてください。
今後さらに研究室を訪ねやすい
ようにする工夫が必要だと思わ
れるので意見も寄せてください。

5.�授業はややハイレベル？
　これも今回初めての項目です
が、授業の難易度（E-１6）につ

すなわち90分の授業 １ 回に対し
て学生は自分で ３ 時間の予復習
をすることが単位認定の基準と
して言われています）に照らし
ての質問ではなく、自分として
はどう思うのかについての回答
ですから、自分で不十分だと自
覚している学生が多いというこ
とです。
　表では挙げていませんが、講
義科目では、予習・復習を全く
行わなかったと答えた学生が前
期で１8.66%、後期で１５.88％お
り、この人たちは授業に対する
姿勢に反省が必要です。教員側
も、安易な授業だという誤解を
学生に与えていないか、再検討
してみる必要があるでしょう。
　知識確認を中心とした高校ま
でと違い、テキストを読んで上
で、自分なりの論点を考え、発
展的な内容を調べるところまで
が大学の予復習です。こうした
学び方、頭の働かせ方が習慣に
なっているかどうかが職業人に
なって差がつくところでもある
ので、学生時代に馴染んでおい
てください。
　また、年配者の中には、「大
学時代は遊んでばかりいた」と
言う人がいますが、そうした話
を今の感覚で真に受けてはいけ
ません。彼・彼女たちは、授業

表 2　学年比較
項 設問文

1年 2年 3年 4年
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

Ｂ　あなた自身の授業への取り組みについて セクション平均点 3.76 3.68 3.78 3.73 3.75 3.78 3.66 3.64
1 あなたはこの授業にどの程度出席しましたか。80％程度(3回程度の欠席)を ｢普通」とし、5段階で答えてください。 4.61 4.28 4.28 4.10 4.21 4.08 3.68 3.66
2 事前にシラバスを読み、授業の目的、目標、内容を理解して臨みましたか。 3.59 3.57 3.82 3.73 3.75 3.79 3.71 3.71
3 授業に出席したときは、授業に集中し、熱心に取り組みましたか。 3.98 3.94 3.99 3.96 3.97 4.01 4.00 3.99
4 この授業について、予習あるいは復習をしましたか。十分に行ったを５、全く行わなかったを１とし、５～１の範囲で答えてください。 2.85 2.88 2.98 3.01 2.97 3.08 3.01 3.00
5 授業の内容をよく理解できましたか。 3.79 3.74 3.84 3.83 3.86 3.95 3.93 3.85
Ｃ　授業の進め方について セクション平均点 4.02 3.99 4.11 4.13 4.14 4.21 4.15 4.16
8 説明の仕方あるいは指示の仕方は、理解しやすかったですか。 4.07 4.02 4.14 4.15 4.16 4.22 4.16 4.16
9 話し方(声の大きさや明瞭さなど)や板書は、わかりやすかったですか。 4.03 4.02 4.09 4.13 4.14 4.20 4.16 4.16
10 プリント、ビデオ、教科書など教材の使われ方は授業内容の理解を助けるものでしたか。 4.07 4.05 4.21 4.22 4.22 4.29 4.24 4.23
11 学生の反応や理解度に応じた授業の進め方でしたか。 3.92 3.87 4.01 4.03 4.04 4.12 4.06 4.08
D　授業環境について セクション平均点
12 クラスの学生数、教室の設備、備品などは適切な状態でしたか。 4.10 4.06 4.05 4.05 4.03 4.10 4.06 4.04
E　授業内容について セクション平均点 3.85 3.86 4.00 3.99 4.02 4.09 4.07 4.07
13 授業内容はわかりやすく整理されていましたか。 4.09 4.05 4.17 4.16 4.17 4.25 4.24 4.22
14 授業の内容は、知的な刺激があり、興味深いものでしたか。 3.98 4.03 4.17 4.17 4.18 4.29 4.24 4.27
15 授業の内容・構成は、シラバスで書かれた目標に沿っていましたか。 3.96 3.94 4.11 4.10 4.12 4.19 4.18 4.19
16 授業のレベル(難易度)は適切でしたか。難しすぎたを５、易しすぎたを１とし、５～１の範囲で答えてください。 3.38 3.42 3.53 3.51 3.62 3.63 3.62 3.80
F　授業成果について セクション平均点 4.02 4.06 4.19 4.19 4.24 4.31 4.22 4.28
17 この授業を履修したことで、この分野に関する新しい知識や考え方、技能などを修得できましたか。 4.02 4.06 4.17 4.17 4.23 4.30 4.21 4.26
18 この授業を履修したことで、ものの見方や興味･関心を広げることができましたか。 3.96 4.02 4.17 4.17 4.23 4.30 4.20 4.26
19 総合的に考えて、この授業を履修して有意義であったと思いますか。 4.07 4.10 4.22 4.23 4.26 4.34 4.26 4.33
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をますます活発化していくため
に、さまざまな施策を打ってい
く予定です。
　以上のような活動をする ３ つ
の室が、相互乗り入れ的に機能
していくことが大切で、国際交
流センターに関係する教職員全
員が、その持っている力を十二
分に発揮できるような形で運営
を行っていきたいと考えていま
す。
　国際化の時代に、国際感覚と
語学力を身に付けた人間を育成
することは、今日の大学の重要
な役割であり、都留文科大学の
伝統と特色を活かした国際交流
の在り方を探究しながら、より
良いものにしていき、学生の皆
さんの期待に応えていきたいと
思っています。今後とも国際交
流センターに対するご理解とご
協力をお願い申し上げます。

どに積極的に取り組んでいきま
す。
　日本語教育研究室は、留学生
を対象にした日本語教育、日本
語教員を目指す学生を対象にし
た日本語教員養成課程を担当す
る部署で、これから一段と必要
とされる日本語教育に対応した
体制作りをしていきます。
　留学・国際交流室は、留学生
の送り出し、留学生の受け入
れ、留学協定の推進、文化交流
の促進などを担当しますが、す
でに本学には以下のような留学
の制度があります。
　交換留学（ １ 年間）として、
カリフォルニア大学（アメリ
カ）、湖南師範大学（中国）、セ
ント・ノーバート大学（アメリ
カ）、リジャイナ大学（カナダ）、
ラトガーズ大学（アメリカ）、
韓国外国語大学校（韓国）があ
ります。海外語学研修として
は、リジャイナ大学（カナダ）、
陝西師範大学（中国）、ハワイ
大学（アメリカ）があり、認定
校派遣留学先として前記のセン
ト・ノーバート大学もありま
す。これからも、留学生の交流

　平成２５年（２0１３年） ４ 月 １ 日
より、国際交流センターが設置
されました。従来からあった外
国語教育研究センターに国際交
流・語学研修室を統合し、そこ
に日本語教育を担当する部署が
加わりました。
　つまり、外国語教育研究室、
留学・国際交流室、日本語教育
研究室の ３ 室から国際交流セン
ターは成り立っています。「公
立大学法人都留文科大学国際交
流センター管理運営規程」の第
２ 条（業務）には、「センター
は、外国語教育と日本語教育の
実施及び研究と、留学生の派
遣・受け入れ並びに研究者交流
など国際交流に必要な業務を行
う。」とされています。
　この ３ 室が、機能的に連合し
て、今後ますます進展する国際
化の時代に対応した教育・研究
の充実を目指すことが期待され
ています。
　外国語教育研究室は、共通教
育の外国語教育を担当します
が、国際化の時代に活躍できる
語学力を持った学生を育てるた
めに、教育方法の一層の改善な

国際交流センターの新設について
 国際交流センター長　新保祐司

国際交流センターの教職員
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学草稿』、フロム『生きるという
こ と』、マ ッ ク ス・ウ ェー バ ー
『プロテスタンティズムの倫理と
資本主義の経済』等々、古今東西
の文献を取り上げられ、中世の兼
好の考えることが、古来さまざま
な人間の考えてきたことと響きあ
うこと、そのようにして先生ご自
身が古典と対話し続けてきた、そ
の方法と楽しみとを、実にいきい
きとした語り口で示してください
ました。人生を内的に充実させる
ことを大切にする「清貧に生き
る」という価値観を、貨幣経済の
進展の一方で古代の知識人は持ち
続けた、その伝統の上に兼好もい
るわけだけれども、およそ文学と
いうものは、社会や人間を観察し
つつ、それとはまた別の価値軸・
生き方を提案してゆくべきもので
はないのか。もとより現代社会特
有の貧困の問題に対して、古来の
「清貧」の思想は無力であるのか
もしれないけれども、不断に古典
と対話しながら現代の問題とつな
げて考えてほしい、自分自身の人
生をいかに豊かに生きるかを考え
てほしいという先生の思いが、穏
やかにかつ情熱的に伝わってくる
御講演でした。藤原先生、本当に
ありがとうございました。

 （国文学科准教授　長瀬由美）

これらは、作者兼好が実在した人
物の言葉をそのまま写し取ったも
のとみるのが通説なのですが、そ
うではないことを、『荘子』の文
言を捩

ねじ

っていることなど指摘しな
がら、先生はまず実証的に検証さ
れました。平安後期から鎌倉時代
にかけて、貨幣経済が広く日本全
体に浸透し進展する、それに伴っ
てまったく新しいタイプの人間─
─何か現実的具体的な欲求を満た
すためではなく、ただひたすら貨
幣のために貨幣を貯める人間──
が登場してくるわけですが、作者
兼好はそのことに目を見張ってい
るのであって、そうした人間類型
の言葉としてこれは兼好が仮構し
たものであろう、とあざやかに読
み解かれました。しかしこの「大
福長者」の言葉は、『徒然草』の
他の章段での兼好の言葉と鋭く対
立する。兼好は「無常」ゆえに今
ただちに生きよと、生きているこ
とのうちに備わっている喜びを大
切にせよと繰り返し言ってきたの
であって、これに対して「大福長
者」は、「人間常住」と思えと説
いて今を生きることを無限に先送
りし、貨幣を蓄えることに夢中に
なるのであるから。ここに我々は、

貨幣経済に伴って生
じた価値転倒に対す
る痛烈な批判、作者
兼好のアイロニカル
な人間観察の眼を認
めることができよう、
というのが講演会の
お話の前半でした。
　 続 け て 先 生 は、
『論 語』、プ ラ ト ン
『ゴ ル ギ ア ス』、マ
ルクス『経済学・哲

　２0１３年度国文学科春季講演会は、
東京大学の藤原克己先生をお迎え
して、「徒然草の思想─「閑居」
と「貧しさ」について─」と題し
6 月 ５ 日におこなわれました。藤
原先生は平安朝文学が御専門であ
り、菅原道真を中心とする平安朝
漢文学をご自身の研究の軸としな
がら、漢文学がいかに深く『源氏
物語』などの仮名文学や古今集歌
に影響を与えているか、またそれ
ら平安朝漢詩文と古今集歌のもつ
詩的本質や普遍性とは如何なるも
のか究明されてきました。その先
生が、今回はぜひ学生たちに『徒
然草』を通して語りたいとのこと
で、どのようなお話が伺えるのか
楽しみにしていました。
　御講演は『徒然草』の中で、貧
しさの意義について語る第十八段
の丁寧な読みから始まりました。
何も持たない境地をよしとする、
この章段との対照で続けて取り上
げられたのが第二百十七段。ある
「大福長者」（＝大金持ち）が登
場し、富を蓄えたいならば「人間
常住」とみなして仮にも無常を感
ずるな、蓄えた富を欲望の成就の
ために使うな、お金があれば所願
叶わずとも心は安泰だと説きます。

２01３年度　国文学科�主催　春季講演会　藤原克己先生

「徒然草の思想─閑居と貧しさについて─」

会場の様子
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お祝いの言葉をいただき、加藤
学長からは、その「束ね方」に
ついて、一層の工夫を重ねるよ
う、学科の将来を見越したご忠
告をいただきました。それを受
けとめ、学科の教員側が３0周年
に向けて精進するという誓いを
新たにしたところで、閉会とな
りました。
　その後のレセプションでは、
卒業生の多様な生き方、回り道
を無駄だとは考えないタフで柔
軟な感性に、驚き、喜び、勇気
づけられました。「すぐに役に
立つことを」という圧力に流さ
れず、「実学」ではない学問の
力を示し続けるようエールをも
らった、楽しい夕べでした。

� （�比較文化学科教授・２0周年
� 記念事業担当　大森一輝）

て考え直す素晴らしい機会にな
りました。両先生には、あらた
めて感謝申し上げる次第です。
　会場には、第 １ 期生から現役
まで５0人以上の卒業生・学生・
院生・その他関係者が集まり、
熱心に耳を傾けてくれました。
久しぶりに学問に触れた何人も
の卒業生が、「難しかったけど、
また勉強したくなりました」「比
文で学んだことが今の私の支え
になっています」と言ってくれ
たことには、大いに励まされま
した。「自己点検」のためにも、
卒業生からフィードバックを得
る仕組みを作り、この学科で学
ぶこと／学んだことの意味を、
受験生を含め、より多くの人に
発信する必要性を痛感しました。
　午後 １ 時から ４ 時過ぎまでの
シンポジウムに続いて、記念式
典が執り行われました。西室理
事長からは、比較文化研究の広
がりとそれを束ねてきた学科の
努力に対して、お褒め・労い・

　比較文化学科が、都留文科大
学の ５ 番目の学科として創設さ
れ、第 １ 期 生 を 迎 え た の は、
１99３年 ４ 月のことでした。当初
は、学生定員 １ 学年80人、教員
は１0名でスタートした「比文」
も、次第に規模を拡大し、現在
では １ 学年１２0人、教員も１２名
体制になっています。
　早いもので２0回目の年度末を
迎えた去る ３ 月１6日（土）に、
記念シンポジウムと式典を開催
しました。学科としては、この
行事を、単に２0周年を祝うので
はなく、この間の学科としての
教育・研究への取り組みを振り
返り、比較文化という方法のさ
らなる可能性をさぐることで、
学科の今後を考えるための糧に
しようと考えていました。
　当日は、全教員がそれぞれの
分野・専門から統一テーマにア
プローチした記念論集『せめぎ
あう記憶』（本学報巻末「本ぶ
んだい堂」参照）を題材に、お
２ 人のコメンテーターをお呼び
して、活発な議論が交わされま
した。元比較文化学科教授で現
在は横浜国立大学で教えてい
らっしゃる大門正克さん、２0１0
年に定年退職された名誉教授の
笠原十九司さんのお ２ 人から、
「祝辞」ではなく、個々の論考
が「比較」「記憶」「構築」とど
う向き合っているのかについて、
辛口のコメントをいただき、比
較文化研究の魅力と困難につい

比較文化学科�主催

　比較文化学科 創設20周年 
　　　　　  記念シンポジウム・式典

学科長挨拶（左）、理事長（右上）、
学長（右下）からのご祝辞

多くの卒業生でにぎわう会場
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　体罰問題、次回のオリンピッ
ク競技や２0２0年の開催都市の選
考など、スポーツをめぐる様々
な話題がマスコミに取り上げら
れている中、 ５ 月２４日（金）に
スポーツカウンセリングのパイ
オニア土屋裕睦先生（大阪体育
大学教授）を講師にお迎えして
第 １ 回公開講座を開催致しまし
た。
　まず、土屋先生は実際に見た
ロンドンオリンピックでの卓球
女子団体やフェンシング団体、
水泳や女子バレーボールなどの
活躍を例に挙げながら、チーム
ワークの重要性について熱く語
られました。次に、ご自身が実
際に関わった指導者に不満を抱
える選手やここぞという場で勝
てない選手のカウンセリング、
大会直前にエースをけがで欠き
ピンチに陥った名門バスケット
チーム（大学女子）への介入な
どを紹介、その方法の一つであ
るメンタルトレーニングについ

ては、実習を交えてわかりやす
く教えて頂きました。「メンタ
ル」を抽象的に漠然と捉えるの
ではなく、心理的なスキルとし
て明確化し、それをトレーニン
グしていく。心理的スキルの例
は、「競技意欲（やる気、闘争心、
忍耐力）」「精神の安定（リラッ
クス）・集中」「自信」「作戦能力
（予 測 力・決 断 力）」「協 調 性
（チームワーク）」で、いずれ
もトレーニングにより向上可能
であると言う主張は、説得力が
ありました。また、選手が事実
の不合理な受け止め方の修正や
「ねばならない」から「だった
らいいな」に考え方を転換して
いくプロセスにカウンセリング
が有効であること、これまで自
己啓発や学級経営に活用されて
きた構成的グループエンカウン
ターはスポーツのチームビル
ディングにも効果があるという
主張も、事例の確かな裏付けが
あり、なるほどと納得できまし

た。
　参加者は約70名、学校や地域
でスポーツ指導をしている方々
や競技者自身、学校教育関係者、
スポーツをしている子を持つ保
護者など様々で、土屋先生のお
話はスポーツだけでなく学級経
営や子育てなど様々な場面で活
用できるという感想が寄せられ
ました。
  伝統があるからこそ新しい考
え方に転換できないジレンマに
苦しむ競技や集団もあると思い
ます。今回の講演がそんな現状
脱却のヒントとなったらうれし
い限りです。

（地域交流研究センター・地域
教育相談室　品田笑子）

２01３年度：地域交流研究センター・地域教育相談室　第 1回公開講座

「スポ ーツと育てるカウンセリング～ロンドン
で見たチームＪＡＰＡＮの絆の強さ～」

大阪体育大学教授　土屋　裕睦　先生

〈講師紹介〉
土屋　裕睦（つちや　ひろのぶ）
　大阪体育大学教授。アスリートやチームのサポートにメンタルトレーニングや「育てるカウンセリング」を活用す
る研究と実践を長年続けてこられた。その知識と経験を活かし、日本オリンピック委員会（ＪＯＣ）科学サポート部
門員として、北京、ロンドンのオリンピックにも関わられた。本年度から、文部科学省スポーツ指導者の資質能力向
上のための有識者会議（タスクホース）委員を務められている。

会場の様子 メンタルトレーニング実習
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　平成２５ 年 ３ 月２２ 日（金）、午前１１ 時より都の杜うぐいすホール（大ホール）にて、平成２４ 年度 都
留文科大学卒業式を開催いたしました。当日はそれぞれの明るい将来を示すかのような澄み渡った青空
が広がるなか、7５４ 名（学部、専攻科、大学院を含む）がそれぞれの道へ旅立ちました。隣の小ホール
に、卒業式の様子を中継しましたが、会場は優しい眼差しでスクリーンを見守る保護者のみなさんで一
杯になっていました。
　式典は理事長の「本学での ４ 年間の大学生活を経て、見違えるほどたくましく立派に成長され、大変
喜ばしい」との挨拶から始まり、その後、学長より卒業証書・修了証書・学位記などが各学科の代表者
に授与されました。学長は卒業生・修了生を送ることばでは、｢若者の柔軟な発想と行動こそが、新し
い時代を創造する推進力となり、みなさんは次の時代を担うかけがえのない存在である｣ と述べられました。
　そして最後に、卒業生代表の国文学科の山下万里子さんより「卒業生のことば」として“本学で身に
つけた力や都留市で経験した様々なこと、そして、出会った全ての方への感謝”が語られ、会場からは

大きな拍手が湧き
上がりました。

　 本学の吹奏楽部並
びに合唱団による
学生歌「花のかげ」
が演奏されるなか、
式は無事終了いた
しました。

平成24年度卒業者・
修了者数

平成25年度
入学試験状況

■文学部
初等教育学科………………………… 206�名
国文学科……………………………… 131�名
英文学科……………………………… 138�名
社会学科
　現代社会専攻……………………… 88�名
　環境・コミュニティ創造専攻�……… 57�名
比較文化学科………………………… 115�名

■大学院　文学専攻科
国文学専攻…………………………… 4�名
英語英米文学専攻…………………… 2�名
社会学地域社会研究専攻…………… 2�名
比較文化学科………………………… 4�名
臨床教育実践学……………………… 5�名

■専攻科　文学専攻科
教育学専攻…………………………… 10�名

平成25年度　中期日程入学試験状況
学　　科　　名 受験者数 合格者数

初等教育学科 237 80
国文学科 468 131
英文学科 307 112

社会学科
現代社会専攻 130 47
環境・コミュニティ創造専攻 104 30

比較文学科 236 86

平成25年度　推薦入学試験状況
学　　科　　名 受験者数 合格者数

初等教育学科 213 95
初等教育学科（芸術体育系・自然環境科学系） 42 19
国文学科 192 68
英文学科 101 49

社会学科 現代社会専攻 112 55
環境・コミュニティ創造専攻 53 32

社会学科環境・コミュニティ創造専攻（活動評価型推薦） 17 10
比較文化学科 81 50

平成25年度　編入学試験状況
学　科　名 受験者数 合格者数

初等教育学科 18 9
国文学科 16 5
英文学科 17 8
社会学科 10 4
比較文学科 14 5

平成25年度　前期日程入学試験状況
学　　科　　名 受験者数 合格者数

初等教育学科 86 38
国文学科 99 38
英文学科 92 52

社会学科
現代社会専攻 50 37
環境・コミュニティ創造専攻 46 27

比較文学科 111 67

平成24年度 都留文科大学卒業式

学位記授与 会場の様子
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　 ５ 月１9日㈰、本学を会場として第４４回つるこどもまつりが開催されました。
　子どもが想像力や創造力をはたらかせる場にしようという目標のもと、各ブースに分かれた「くに企
画」で工作をしたりお話を聞いたり、お昼にはお弁当を食べながら演奏を聴き、午後はグラウンドで
ゲームを行いました。天気にも恵まれ、子どもたちは思い切り楽しんでいました。

第44回つる子どもまつり開催

　大学生のお兄さん・お姉さんに
手伝ってもらいながら工作をしま
した。他にもたくさんの教室で、工
夫された「くに企画」を子どもたち
は楽しんでいました。

　課外活動において特に顕著な成績を挙げたと認めら
れる学生や団体、また、社会活動において社会的に高
い評価を受けたと認められる学生や団体に対する学生
表彰制度により、 ２ 名及び ３ 団体が表彰されました。

平成24年度学生表彰制度による表彰

被表彰者名 概　　要

陸上競技部　北村 千聖
日本学生陸上競技個人選手権大会４00m　 ４ 位入賞。
天皇賜盃　第78回日本学生陸上競技対校選手権大会 ４ ×４00m　 ３ 位入賞　
他。

佐々木 大祐
学生チャレンジプロジェクトに採用され「本大学紹介ＶＴＲ」の制作を行
い、これをベースに各種行事及びイベントを映像で記録・編集し、本大学
のＰＲに貢献した。

合唱団 全日本合唱コンクール全国大会 大学部門 ４ 年連続金賞受賞。

吹奏楽部 全日本アンサンブルコンテスト全国大会 ３ 年連続出場。今年度は山梨県大
会、西関東大会で金賞受賞。

管弦楽団
市内の合唱団、管弦楽団とともに「第九交響曲」等の演奏会へ出場。また
保育園、介護施設等に出向いて演奏する等、学内外に関わらず広く音楽活
動を行なった。

表彰の様子

工作の様子
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　 ４ 月２6日、「第 ２ 回つる白熱
教室　原田謙介氏講演会」を行
いました。「つる白熱教室」と
いう名で講演会を行うように
なって ２ 回目でしたが、それ以
前にも、横田滋、早紀江さん夫
妻など様々な人を招いて講演会
を行ってきました。
　今回お招きした原田謙介さん
は、現 在 ２7 歳 でNPO 法 人
YouthCreateの代表を務められ
ています。YouthCreateは「若
者と政治をつなぐ」をコンセプ
トに、若い世代の投票率向上を
目指して活動している団体です。

その代表である原田さんに講演
をしていただくことに、我々
Trinityは大きな意義を見出し
ていました。若者の政治離れが
叫ばれる世の中で、まさに大学
生から考えていかなければなら
ない問題だからです。政治、選
挙といった分野は、大学生に
とって普段あまり向き合うこと
の無いものだと思います。大学
内でこうした講演会も多くある
わけではありません。だから学
生の皆さんには今回の講演会を
機会に、自分で興味を持って考
え始めるきっかけとなればと

思っていました。
　講演会当日は、貴重なお話を
伺うことができました。なかで
も、若者の投票率は必ずしも低
下しているわけではないという
事実は驚きでした。また、質疑
応答の時間では、参加者の方々
の積極的な質問があり、意識の
高さを感じました。講演自体も
わかりやすい内容で、きっかけ
としては最高のものだったので
はないかと思いました。今後、
今 回 参 加 し て く れ た 人 が、
ニュースで流れてくる政治や社
会の問題をより深く考えるよう
になってくれたら、意味のある
講演会だったのではないかと思
います。
　さらに、この講演会は地域の
方々の協力なしでは成し得ない
ものでした。当日の聴きに来て
くださった人の中にも、地域の
方々がいらっしゃいました。ま
だまだ未熟なサークルではあり
ますが、少しずつ地域、大学、
学生の三位一体（Trinity）を
実現できて来ているのではと思
います。
　最後になりましたが、今回講
演をしてくださった原田謙介さ
ん、並びにご協力いただいた地
域の皆様、そして大学の皆様に
深く御礼申し上げます。

� （�実行委員長�比較文科学科� 3
年�築地貴弘）

学生サークル　トリニティ主催　
第 ２回つる白熱教室　

原田謙介氏講演会

「第 2回つる白熱教室　原田謙介氏講演会」

講師プロフィール
原田　謙介
198６年 ５ 月10日岡山県生まれ。中高はサッカーに明け暮れる。� 1 年の浪人後、
東大文 1 に入学。同時に国会議員事務所インターン開始。�２008年 4 月、同世
代の政治への関心の薄さ、未来の見えない政治に問題意識を持ち、�２0代の投票
率を上げるため、学生団体ivoteを結成。現在はNPO法人YouthCreateの代
表として「政治と若者をつなぐ」を目標として活動中。
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公務員の仕事見学バスツアー

同窓生との模擬面接試験体験会

　 ４ 月２４日（水）に公務員を目指す学生を対象とした、「公務員の仕事見学バスツアー」が行われました。
　今年度より新たに企画されたバスツアーは、午前に「都留市役所」、午後に「山梨県庁」「甲府地方裁
判所」の ２ コースに分かれ、合計２7名の学生が参加しました。
　「都留市役所」「山梨県庁」においては、本学卒業生でもある若手職員を訪問し、公務員としての心構
えや試験対策方法など、大変参考になるお話を伺うことができました。また、「甲府地方裁判所」では、
若手職員による座談会、法廷見学など、貴重な体験をすることができました。採用試験へ向けての意識
の向上を図ることができたことと思います。

都留市役所での様子 甲府地方裁判所での様子

　 ５ 月１１日（土）に教員を目指す学生を対象とした模擬面接体験会が開催され、約１２0名の学生が参加
しました。この体験会では本学卒業生が全国各地より参集し、講師としてご指導いただきました。
　第 １ 部では代表学生が集団面接・集団討論・模擬授業を行い、その他の学生が見学できる形式で行わ
れました。各分野において担当面接官より講評をいただき、きめ細かい指導が行われました。
　第 ２ 部では地域ごとに教室に分かれ、教員採用試験におけるアドバイスや集団面接等の体験が行われ
ました。参加した学生は熱心に取り組み、今後の採用試験に向けて良い刺激になったようです。ご協力
いただきました同窓会の講師の皆様に感謝申し上げます。

会場の様子 第一部　模擬授業の様子
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　子供達に“かけっこ”の楽しさを体験してもらうことを趣旨とした「佐野夢加かけっこ教室」が ５ 月
9 日から 6 月１３日の毎週木曜日、計 6 回に渡り、市民総合体育館を会場として開催されました。小学校
１ ～ ３ 年生が集まり、本学OGでオリンピック競技大会２0１２年ロンドン大会女子 ４ ×１00mリレー日本代
表の佐野夢加さんや本学教授で日本陸連ナショナルコーチの麻場一徳先生とともに “かけっこ”を大い
に楽しみました。
　 ５ 月２３日に開催された教室では、前半はキョンシースタイルなどのランニングで体をほぐし、後半は
カードを使ったゲームで楽しみながら競走しました。
　子ども達はみんなキラキラ輝く笑顔をしており、“かけっこ”の楽しさが芽生えたようです。

夏季オープンキャンパス　平成25年 7 月20日（土）　　午前 9 時～午後 3 時
【主な内容】　��大学概要説明会／学科別説明会／学科別特別講義／卒業後の進路と就職状況の説明／留学

制度説明会／教職員及び学生による進学相談／学生生活相談／学生ガイドによるキャンパ
スツアー／学食・お弁当体験／体育会、文化会等の活動紹介　など

　

秋季オープンキャンパス　  平成25年10月14日（月）～25日（金）（水曜・土曜・日曜を除く）
午前 9 時10分～午後 4 時20分

【主な内容】　公開授業体験／学生ガイドによるキャンパスツアー／進学相談／学食体験�など
　�
�
【申込方法】　本学HPもしくはFAXにより申込みください。
　　　　　　　HP：http://www.tsuru.ac.jp/

　　　　　　　FAX：0554-43-4347

【問合せ先】　総務課�総務企画担当　0５５4－4３－4３41（内線２10）

佐野夢加かけっこ教室

オープンキャンパス

ラン ラン ラン♪



都留文科大学報� 第122号都留文科大学報２０１３年７月 17 日

都留文科大学入学式
　　� 今年の入学者は814名

　 4 月 5 日（金）に、都の杜うぐいすホールにおいて、入学式が行
われました。学科別に午前の部（初等教育学科、社会学科、大学院等）
と午後の部（国文学科、英文学科、比較文化学科）の ２ 部制で実施
いたしました。
　入学者の内訳としては、初等教育学科195名、国文学科14２名、英文学科141名、社会学科現代社会専攻
91名、同学科環境・コミュニティ創造専攻7２名、比較文化学科1２8名、文学専攻科 5 名、大学院文学研究
科13名、学部 3 年次編入２7名であり、学部、専攻科及び大学院等814名の入学が許可されました。
　会場の大ホールは入学者でほぼ満員、その式典の様子を隣の小ホールのスクリーンで保護者が見守る中、
公立大学法人都留文科大学の大谷哲夫事長による挨拶により式が始まりました。続いて加藤祐三学長の新
入生を迎える言葉、設立団体の小林義光都留市長が祝辞を述べられました。また、新入生代表として、三
木駿太さん（午前の部：社会学科）は「様々なことに挑戦し、多くの仲間たちと切磋琢磨し合う中で、大
きく成長していきたい」と、また、岡㟢ななみさん（午後の部：国文学科）は「輝く未来にするための努
力を怠らず、自らの人生を切り拓いていきたい」とそれぞれの決意を述べてくれました。　　
　式の最後には、本学管弦楽団吉田悟氏の指揮により、本学学生歌の「花のかげ」を全員で合唱し、厳粛
なうちに式を終了しました。

新入生の言葉
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学生課主事　　渡邊理恵（学びのまちづくり課主事）

転出
　学びのまちづくり課主幹　柴田　純子（総務課主幹）
　行政管理課主査　小俣　昌寛（総務課主査）
　福祉課主査　相川　薫（総務課主査）

昇任
　社会学科教授　平林　祐子（社会学科准教授）
　比較文科学科准教授　内山　史子（比較文化学科講師）
　‌‌地域交流研究センター特任教授　北垣　憲仁（地域交流研究

センター特任准教授）
　総務課事務局次長（兼）総務課長　重原　達也（総務課長）
　総務課主幹　吉田　時代（総務課副主幹）
　学生課副主幹　志村　高男（学生課主査）

採用
　初等教育学科講師　　岡野恵司
　国文学科准教授　　加藤敦子
　社会学科教授　　田中里美
　情報センター 特任准教授　　黒﨑茂樹
　国際交流センター 特任准教授　　山口真理子
　総務課財務担当　　都倉一憲　

退職
後藤　道夫　　（初等教育学科教授）
鍬守　信彦　　（初等教育学科教授）
楠元　六男　　（国文学科教授）
千葉　立也　　（社会学科教授）
田中　夏子　　（社会学科教授）
村上　研一　　（社会学科准教授）
泉　　桂子　　（社会学科准教授）
重冨　惠子　　（比較文化学科講師）
小俣　昭也　　（学生課主幹）
都倉　一憲　　（総務課技能員）

転入
　総務課主査　　鬢櫛美咲（政策形成課主査）

学生課主査　　田代　崇（市民生活課主査）
　総務課副主査　近藤秀明（税務課副主査）

人�事�異�動 平成25年4月1日付けの人事異動は次のとおりです。
氏名の前が移動先、（　）内は前職です。

◆お詫びと訂正◆
都留文科大学報第 121 号に掲載した「卒業論文・研究論文・修士
論文一覧」に誤りがございましたので、訂正するとともにお詫び
申し上げます。

正　誤　表
研究論文・修士論文－文学専攻科・大学院文学研究
文学専攻科 35頁 正　今井隆先生 誤　浜谷エロイス先生

名誉教授の称号授与

　平成２4年度をもって定年退職された次の 3 名の教員に対し、これまでの研究活動並びに学内活動など
の功績を称え、名誉教授の称号を授与いたしました。

後 藤道夫氏（初等教育学科教授、3２年の長きに渡り本学
で研究・教育に取り組み多くの優れた著書を執筆。ま
た、企画室長、情報センター運営委員長、常任委員図
書館・情報センター長などを歴任）

楠 元六男氏（国文学科教授、教育組織審議委員会委員長、
就職委員会委員長などを歴任。34年の長きに渡り本学
で研究・教育に取り組み、近世文学・俳文学の分野で
貢献。都留市とも関係の深い松尾芭蕉の研究者として
も有名。）

千 葉立也氏（社会学科教授、15年間に渡り本学で研究・
教育に取り組み、フィールドワークを得意とし、実際
に学生と一緒に都留市を歩き・感じ・調査するという
手法を用いて、地域の魅力を学生達に再発見させた。地域づくりの視点から、都留市市民活動推進委
員会委員長、都留市環境基本条例策定懇話会委員長などを務め、都留市へも貢献。また、社会学科主
任。社会学科再編準備室委員長などを歴任）

　優れた多くの学生を輩出するなど、本学発展のため多大な貢献を賜り、誠に有難うございました。

国文学科　岡㟢ななみ
　やわらかな陽射しの降り注ぐ季節を迎え、春
の息吹の感じられるこの佳き日に、伝統ある都
留文科大学の入学式を迎えられたことを大変光
栄に思います。私たちが、今この場にいられる
のは、母校の先生方の熱心な指導や、家族の愛情、
友人たちの励ましなど、多くの方々の支えのお
かげです。そのことに感謝するとともに、大学

生活をより充実したものにするため、一日一日を大切に過ごしてい
きたいと思います。
　昨年の八月、都留文科大学の卒業生である山本美香さんがシリア
で凶弾に倒れました。山本さんは、自ら危険な地に足を踏み入れ、
実際の体験を通して、私たちに大切なことを伝えてくれました。世
界には、私たちよりも小さな子どもたちが銃を手にし、毎日戦って
いる国もあります。平和な日本で暮らし、戦争を経験したことのな
い私たちには、想像もできないほどの苦しい思いや、悲しい思いを
してきた子どもたちが、世界にはたくさんいます。その子どもたち
は勉強したくてもできない環境にいるのです。しかし、私たちはこ

うして大学に入学し、今まで学んできたことの中で、好きなこと、
興味を持ったことをさらに深く学ぶことができます。そんな恵まれ
た日々があることは、決して当たり前ではなく、とても幸せなのだ
ということを忘れてはいけない、と教えてくれたのです。
　日本の社会に目を向けると、私たち若者の就職難やグローバル化
などさまざまな問題に直面しています。また、東日本大震災の影響
は大きく、復興も思うように進んでいません。山積する問題は、私
たちに大きな不安を与えます。しかし、私たちには大きな可能性が
あります。また、十分に学べる素晴らしい環境があります。輝く未
来にするための努力を怠らず、自らの人生を切り拓いていきたいと
思います。私たちは今、新しい環境で、期待と不安を胸に、夢を叶
えるための大事な一歩を踏み出します。改めて、学ぶことができる
幸せを噛みしめ、努力して参ります。
　山本さんのように、世界で活躍する先輩が学んだこの都留文科大
学で学べることを誇りに思います。全国からたくさんの学生が集ま
る豊かな環境のもとで、お互いに切磋琢磨しながら、新たな挑戦に
よって自分の世界を大きく広げ、さらに成長していきたいと思いま
す。そして、社会に貢献できるよう、日々精進していくことを決意
し、新入生のことばといたします。

社会学科　三木駿太
　うららかな春の陽射しに誘われて、桜もほこ
ろび始めるこの佳き日に、伝統ある都留文科大
学の入学式を迎えられたことを大変嬉しく思い
ます。これから四年間の日々で、新しい仲間と
共に学び、互いに高め合い、また今まで支えて
くださった方々に感謝しながら、大学生活を掛
け替えのないものにすべく、一日一日を大切に
過ごしたいと思います。

　昨年の夏、私たちの先輩である山本美香さんがシリアで亡くなり
ました。山本さんは平和な日本しか知らない私たちに、遠く離れた
世界の厳しい現状や、現実に立ち向かう人々の姿を伝えてくれまし
た。こうした国や地域には生きることさえままならない、私たちに
は想像もできない状況に置かれた人たちがいます。それに対して、
私たちの今ある環境、毎日ご飯を食べ、布団で眠り、学校で勉強し
たり、友達と過ごしたりできることは、広い世界の中では当たり前
ではなく、とてもありがたい環境なのだということを忘れてはいけ
ない、その心も教えてくれました。
　日本国内に目を向けると、確かに、長引く不況とデフレの中で経

済が停滞し、格差の広がりやグローバル化の波にどう立ち向かうか
も大きな問題となっています。私たち若者の就職も非常に厳しい状
況にあります。しかし、私たちはこのように大学で学ぶこともでき
ます。日々の生活や生命を脅かされているわけでもありません。自
分たちの努力次第で道を拓いていけるという意味では、恵まれた環
境にあるとも言えます。
　このような混沌とした時代だからこそ、私たちは今何をすべきか
を考え、立ち向かっていかなければなりません。不安を抱え逃げ出
したくなることもあるかもしれません。しかし、私たちにも山本さ
んのように、将来を切り拓いていくエネルギーやバイタリティーが
あります。その力を発揮するために、主体的に学び、積極的に行動
して、自分自身の可能性を最大限に広げていきたいと思います。
　都留文科大学は、全国各地から学生が集まり、地域の方々との交
流も盛んです。この新しい環境で勉学だけでなく、部活動やサーク
ル活動などさまざまなことに挑戦し、多くの仲間たちと切磋琢磨し
合う中で、人間的にも大きく成長していきたいと考えています。
　私たちは、自分自身を磨くうえで最適な場を得ることができまし
た。このチャンスを活かすべく、高い志を抱き、一歩一歩確実に前
進していくことを決意し、新入生のことばといたします。

称号授与の様子
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　『学報』第 122 号をお届けします。この文章を書いている５月、
キャンパスは、目に鮮やかな、みずみずしい緑につつまれます。
１年生の大学生活も本格始動し、その新鮮さにこちらもリフレッ
シュされ、活力を分けてもらえるようであり、私の最も好きな時
節です。今年もホトトギスがさかんに鳴いています。新入生のな
かには、その声を知らないという人も少なくないようですが、都
留では存分に鳴いてくれますので、ぜひ聞き取ってほしいと思い

ます―テッペンカケタカともトッキョキョカキョクとも写される高い声です―。今日はセミの声
を聞きました。おそらくハルゼミでしょう。子どものころは図鑑のなかでしか知らなかったこの
セミの声を都留の地に来て初めて聞いたときは、感激したものでした。
　３月に卒業生を送り出し、４月に新入生を迎えました。３月に８人の専任教員が退職され、４
月に５人の先生方を迎えました。こうして年ごとに人は入れ替わっていきます。一方、同じ風景、
同じ声が、季節ごと、キャンパスにめぐってきます―建物の数は変わりますし、鳥や虫たちもじ
つは入れ替わっているのでしょうけれでも―。抱く考えや感情や志は人それぞれに違っているの
でしょうが、教室から仕事部屋から同じ風景を見、同じ声を聞いています。また、時をこえて、
文大でどれだけ多くの人たちが、同じ風景を見、同じ声を聞いたでしょうか。そのようにして多
くの人たちが目と耳をとおしてつながっているのです。そ
れはとてもすばらしいことのように、ほとんど奇跡的と言
ってもいいことのように思われます。
　新任の教職員、新入の学生のみなさんを、あらためて心
から歓迎したいと思います。また、この年度、初めの号に
執筆していただいた方々、この号も愛読していただいたみ
なさんに、厚くお礼を申しあげます。

　同じ風景
　　　同じ声
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都留文科大学
ジェンダー研究プログラム
7周年記念出版編集委員会／編

論創社　3,000円＋税

都留文科大学比較文化学科／編

柏書房　3,800円＋税

渡辺　豊博／編

春風社　1,500円＋税　

◇わたなべとよひろ　社会学科教授

平成24年度卒業式を終えて

学生表彰受賞者

第44回つる子どもまつり

名誉教授称号授与
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